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(57)【要約】
　本明細書では、皮膚表面を第１の液体組成物と接触さ
せることと、次いで、第１の液体組成物の少なくとも一
部が皮膚表面に留まっている間に、第２の液体組成物が
充填されたカチオン性コーティングを施した物品と皮膚
表面を接触させることと、を含み、第１の液体組成物又
は第２の液体組成物のうちの一方又は両方が、その中に
分散されたアクリレートコポリマー粒子を含み、アクリ
レートコポリマー粒子が、反応混合物の反応生成物を含
み、反応混合物が、モノマーを含み、モノマーが、約５
重量％～約５０重量％の少なくとも１つの高Ｔｇモノマ
ーであって、高Ｔｇモノマーの重量％が、反応混合物中
のモノマーの総重量に対するものである、高Ｔｇモノマ
ーと、約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１つの
低Ｔｇモノマーであって、低Ｔｇモノマーの重量％が、
反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである、
低Ｔｇモノマーとを含み、粒子が、少なくとも約１００
ｎｍの数平均直径を有し、第１の組成物又は第２の組成
物のうちの少なくとも１つ及び１つのみが、６０重量％
以上の少なくとも１つのアルコールを含む、方法を開示
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚表面を第１の液体組成物と接触させることと、
　次いで、前記第１の液体組成物の少なくとも一部が前記皮膚表面に留まっている間に、
第２の液体組成物が充填されたカチオン性コーティングを施した物品と前記皮膚表面を接
触させることと、を含み、
　前記第１の液体組成物又は前記第２の液体組成物のうちの一方又は両方が、その中に分
散されたアクリレートコポリマー粒子を含み、前記アクリレートコポリマー粒子が、反応
混合物の反応生成物を含み、前記反応混合物が、モノマーを含み、前記モノマーが、
　　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１つの高Ｔｇモノマーであって、前記高Ｔｇ
モノマーの重量％が、前記反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである、高Ｔｇ
モノマーと、
　　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１つの低Ｔｇモノマーであって、前記低Ｔ
ｇモノマーの重量％が、前記反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである、低Ｔ
ｇモノマーとを含み、
　　前記粒子が、少なくとも約１００ｎｍの数平均直径を有し、
　前記第１の組成物又は前記第２の組成物のうちの少なくとも１つ及び１つのみが、６０
重量％以上の少なくとも１つのアルコールを含む、方法。
【請求項２】
　前記表面を前記第１の組成物と接触させる工程が、前記組成物を前記皮膚表面に適用す
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物を前記皮膚表面に適用する工程が、前記皮膚表面への噴霧、分注、浸漬、注
液、又はこれらのいくつかの組み合わせを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第２の組成物が充填された前記カチオン性コーティングを施した物品に前記皮膚表面を
接触させる前に、前記第１の組成物と接触している前記皮膚表面を機械的作用に供するこ
とを更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の組成物と接触している前記皮膚表面を機械的作用に供する工程が、前記皮膚
表面を擦ること、前記皮膚表面にわたって物品を動かすこと、又はこれらのいくつかの組
み合わせを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の組成物が、６０重量％以上のアルコールを含む、請求項１～５のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の組成物が、６０重量％以上のアルコールを含む、請求項１～５のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の組成物中に、前記第１の組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下の前記
アクリレートコポリマー粒子が存在する、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２の組成物中に、前記第２の組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下の前記
アクリレートコポリマー粒子が存在する、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記カチオン性コーティングを施した物品が、グアニジニル含有ポリマーを含む、請求
項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）カルボニル含有ポリ
マー前駆体又はアミノ含有ポリマー前駆体との反応生成物である、請求項１０に記載の方
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【請求項１２】
　前記グアニジニル含有ポリマーが、式（Ｉ）：
【化１】

　［式中、
　Ｒ１が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、
又はポリマー鎖の残基であり、
　Ｒ２が、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２（ヘテロ）アルキレン、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）
アリーレンであり、
　Ｒ３が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、
又はｎが０のとき、ポリマー鎖の残基であり、
　各Ｒ４が、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ
）アリールであり、
　Ｒ５が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリー
ル、又は－Ｎ（Ｒ４）２であり、
　　ｎが、０又は１であり、
　　ｍが、１又は２であり、
　　ｘが、少なくとも１に等しい整数である］
　のものである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記グアニジニル含有ポリマーが、式（ＩＩ）：
【化２】

　のものである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記グアニジニル含有ポリマーが、式（ＩＶ）：
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【化３】

　のものである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　第１の組成物を前記皮膚表面と接触させる工程が、拭き取り布と接触している前記第１
の組成物と前記皮膚表面を接触させることによって達成される、請求項１に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、表面から芽胞を除去するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特に病院などの医療現場におけるクロストリジウム・ディフィシルの拡散の予防に対し
て、非常に強い関心及び緊急性が存在する。入院中の患者は、一定期間抗生物質を投与さ
れている間又はその直後に、たびたび、クロストリジウム・ディフィシル感染症にかかる
。クロストリジウム・ディフィシルの栄養型を死滅させることは比較的容易であるが、ク
ロストリジウム・ディフィシルの芽胞形態は、死滅させるのが非常に難しい場合がある。
したがって、患者、医療従事者、及び環境間でのクロストリジウム・ディフィシルの拡散
を予防するという問題に対処するための新しい技術が必要とされている。
【発明の概要】
【０００３】
　本明細書では、皮膚表面を第１の液体組成物と接触させることと、次いで、第１の液体
組成物の少なくとも一部が皮膚表面に留まっている間に、第２の液体組成物が充填された
カチオン性コーティングを施した物品と皮膚表面を接触させることと、を含み、第１の液
体組成物又は第２の液体組成物のうちの一方又は両方が、その中に分散されたアクリレー
トコポリマー粒子を含み、アクリレートコポリマー粒子が、反応混合物の反応生成物を含
み、反応混合物が、モノマーを含み、モノマーが、約５重量％～約５０重量％の少なくと
も１つの高Ｔｇモノマーであって、高Ｔｇモノマーの重量％が、反応混合物中のモノマー
の総重量に対するものである、高Ｔｇモノマーと、約２０重量％～約８０重量％の少なく
とも１つの低Ｔｇモノマーであって、低Ｔｇモノマーの重量％が、反応混合物中のモノマ
ーの総重量に対するものである、低Ｔｇモノマーとを含み、粒子が、少なくとも約１００
ｎｍの数平均直径を有し、第１の組成物又は第２の組成物のうちの少なくとも１つ及び１
つのみが、６０重量％以上の少なくとも１つのアルコールを含む、方法を開示する。
【０００４】
　上記した本開示の概要は、開示される各々の実施形態、又はあらゆる本開示の実施を説
明することを目的としたものではない。以下の説明は、例示的な実施形態をより具体的に
例示している。本出願を通していくつかの箇所において、例のリストによって指針が示さ
れるが、それらの例は様々な組み合わせで使用することができる。各場合において、列挙
されたリストは、代表的な群としての役割のみを果たすものであり、排他的なリストとし
て解釈されるべきではない。
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【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】拭き取り布の試験に使用される機械的拭き取り装置の概略図である。
【図１Ｂ】拭き取り布の試験に使用される機械的拭き取り装置の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本明細書で用いる全ての科学用語及び技術用語は、別途明記しない限り、当該技術分野
で通常用いられる意味を有する。本明細書で与えられる定義は、本明細書で頻繁に用いる
特定の用語の理解を助けるためのものであり、本開示の範囲の限定を意図するものではな
い。
【０００７】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、「頂部」及び「底部」（
又は「上部」及び「下部」のような他の用語）は、全くもって相対的な説明のために利用
されるものであり、記載される要素が位置している物品の、いかなる全体的配向も示唆す
るものではない。
【０００８】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で用いる場合、単数形「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔ
ｈｅ」は、内容が別途明示しない限り、複数の指示対象を有する実施形態を包含する。
【０００９】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で用いる場合、「又は」という用語は、内容が別途
明示しない限り、「及び／又は」を含む意味で通常用いられる。「及び／又は」という用
語は、列挙された要素のうちの１つ若しくは全て、又は列挙された要素のうちの任意の２
つ以上の組み合わせを意味する。
【００１０】
　本明細書で用いる場合、「有する（have）」、「有する（having）」、「含む（includ
e）」、「含む（including）」、「含む（comprise）」、「含む（comprising）」などは
、オープンエンドの意味で用いられ、通常、「含むが、これらに限定されない」という意
味である。「から本質的になる（consisting essentially of）」、「からなる（consist
ing of）」などは、「含む（comprising）」などに包含されることが理解されるであろう
。例えば、銀「を含む」導電性トレースは、銀「からなる」導電性トレースであってもよ
く、又は銀「から本質的になる」導電性トレースであってもよい。
【００１１】
　本明細書において使用される場合、「から本質的になる」は、ある組成物、装置、シス
テム、及び方法などに関する場合、その組成物、装置、システム、及び方法などの構成成
分が、列挙された構成成分と、その組成物、装置、システム、及び方法などの基本的特徴
及び新規の特徴に対して実質的に影響を及ぼさない任意の他の構成成分とに限定されるこ
とを意味する。
【００１２】
　「好ましい」及び「好ましくは」という単語は、ある特定の状況においてある特定の利
益を供し得る実施形態を指す。しかしながら、他の実施形態もまた、同じ又は他の状況に
おいて好ましい場合がある。更には、１つ以上の好ましい実施形態の列挙は、他の実施形
態が有用ではないことを示唆するものではなく、特許請求の範囲を含む本開示の範囲から
他の実施形態を排除することを意図するものではない。
【００１３】
　また、本明細書において、端点による数値範囲の列挙は、その範囲内に包含される全て
の数を含む（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、５など
を含み、あるいは１０以下は、１０、９．４、７．６、５、４．３、２．９、１．６２、
０．３などを含む）。値の範囲が特定の値「まで」である場合、その値は、その範囲内に
含まれる。
【００１４】
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　上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、「第２の」などの使用は、必
ずしも、列挙された数の物体が存在するのを示すことを意図するものではない。例えば、
「第２の」基材は、単に、別の基材（例えば「第１の」基材など）から区別することを意
図している。また、上の記載及び以下の特許請求の範囲における「第１の」、「第２の」
などの使用は、必ずしも、一方が他方よりも時間的に早く現れるのを示すことを意図する
ものではない。
【００１５】
　本明細書で使用される場合、「芽胞」という用語は、微生物の芽胞を指す。
【００１６】
　本明細書で使用される場合、「ポリマー」は、ホモポリマー、コポリマー、ターポリマ
ーなどを含める。
【００１７】
　本明細書で使用される場合、「（メタ）アクリル」は、メタクリルとアクリルとの両方
を含める。同様に、「（メタ）アクリルアミド」という用語は、メタクリルアミド及びア
クリルアミドの両方を指し、「（メタ）アクリレート」という用語は、メタクリレート及
びアクリレートの両方を指す。
【００１８】
　本明細書で使用される場合、基材に結合されているカチオン性コーティング（例えば、
カチオン性コーティング中のグアニジニル含有ポリマー）、又はカチオン性コーティング
を基材に結合させることに関連する、「結合された」又は「結合する」という用語は、基
材を破壊することなくカチオン性コーティングを除去することができないことを意味する
。カチオン性コーティングは、剥離すること、水又は有機溶媒に溶解することによっては
除去することができないように、基材に化学的に付着させることができるか、又は基材の
繊維の周囲で架橋することができる。
【００１９】
　本明細書で使用される場合、「アルキル」は、アルカンの一価のラジカルを指し、直鎖
状、分枝状、及び環状アルキル基を含み、かつ非置換及び置換アルキル基の両方を含む。
特に指示がない限り、アルキル基は、典型的には１～２０個の炭素原子を含有する。本明
細書で使用される場合、「アルキル」の例としては、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｎ
－ブチル、ｎ－ペンチル、イソブチル、ｔ－ブチル、イソプロピル、ｎ－オクチル、ｎ－
ヘプチル、エチルヘキシル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル、アダマ
ンチル及びノルボルニルなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００２０】
　本明細書で使用される場合、「アルキレン」は、アルカンの二価のラジカルを指し、直
鎖状、分枝状、及び環状アルキレン基を含み、かつ非置換及び置換アルキレン基の両方を
含む。特に指示がない限り、アルキル基は、典型的には１～２０個の炭素原子を含有する
。本明細書で使用される場合、「アルキレン」の例としては、メチレン、エチレン、ｎ－
プロピレン、ｎ－ブチレン、ｎ－ペンチレン、イソブチレン、ｔ－ブチレン、イソプロピ
レン、ｎ－オクチレン、ｎ－ヘプチレン、エチルヘキシレン、シクロペンチレン、シクロ
ヘキシレン、シクロヘプチレン、アダマンチレン、及びノルボルニレンなどが挙げられる
が、これらに限定されない。
【００２１】
　本明細書で使用される場合、「アリール」は、５～１２個の環原子を含有する芳香族の
一価のラジカルであり、任意選択の縮合環を含有してもよく、これは、飽和であっても、
不飽和であっても、又は芳香族であってもよい。炭素環式であるアリール基の例としては
、フェニル、ナフチル、ビフェニル、フェナントリル、及びアントラシルが挙げられる。
「ヘテロアリール」という用語は、窒素、酸素、又はイオウなどの１～３個のヘテロ原子
を含有するアリールを指し、縮合環を含有してもよい。ヘテロアリール基のいくつかの例
は、ピリジル、フラニル、ピロリル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イミダゾリ
ル、インドリル、ベンゾフラニル、及びベンゾチアゾリルである。「（ヘテロ）アリール
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」という用語は、アリール基及びヘテロアリール基の両方を指す。
【００２２】
　本明細書で使用される場合、「アリーレン」は、５～１２個の環原子を含有する芳香族
の二価のラジカルであり、任意選択の縮合環を含有してもよく、これは、飽和であっても
、不飽和であっても、又は芳香族であってもよい。炭素環式であるアリーレン基の例とし
ては、フェニレン、ナフチレン、ビフェニレン、フェナントリレン、及びアントラシレン
が挙げられる。「ヘテロアリーレン」という用語は、窒素、酸素、又はイオウなどの１～
３個のヘテロ原子を含有するアリーレンを指し、縮合環を含有してもよい。ヘテロアリー
レン基のいくつかの例は、ピリジレン、フラニレン、ピロリレン、チエニレン、チアゾリ
レン、オキサゾリレン、イミダゾリレン、インドリレン、ベンゾフラニレン、及びベンゾ
チアゾリレンである。「（ヘテロ）アリーレン」という用語は、アリーレン及びヘテロア
リーレンの両方を指す。
【００２３】
　芽胞は、皮膚などの表面に対して強力に接着することができ、除去することが非常に困
難な場合がある。特に病院などの医療現場におけるクロストリジウム・ディフィシルの拡
散の予防に対して、非常に強い関心及び緊急性が存在するため、表面から芽胞を除去する
ための方法は重要である。入院中の患者は、一定期間抗生物質を投与されている間又はそ
の直後に、たびたび、クロストリジウム・ディフィシル感染症にかかる。クロストリジウ
ム・ディフィシルの栄養型を死滅させることは比較的容易であるが、クロストリジウム・
ディフィシルの芽胞形態は、死滅させるのが非常に難しい場合がある。患者、医療従事者
、及び環境間でのクロストリジウム・ディフィシルの拡散を予防するという問題に対処す
るための新しい技術が必要とされている。
【００２４】
　従来利用されてきた方法又は組成物は多くあり、例えばブリーチ、アルコールフォーム
、及びゲルが挙げられる。ブリーチは、一般に使用されている殺胞子剤であり、病院施設
中の環境表面を殺菌消毒するための使用にとって有効であり、疾病管理センター（Center
s for Disease Control，ＣＤＣ）によって推奨されている。しかしながら、ブリーチは
、患者及び医療従事者が皮膚上で利用することはできない。現在、アルコールフォーム及
びジェルが、大部分の医療従事者に使用されている。しかしながら、これらの溶液は、ク
ロストリジウム・ディフィシルの芽胞の根絶には有効でない。クロストリジウム・ディフ
ィシルに冒された医療従事者及び患者に対するＣＤＣの推奨は、石鹸、水、及びペーパー
タオルによる通常の手洗いである。しかしながら、この解決策の実行は、直ぐ近くに利用
できるシンクが無いこと及び時間が無いことから、医療従事者にとって常に簡便であるわ
けではない。更に、この解決策は、介護者が、運動性が限定された患者に対して実行する
には不便である。
【００２５】
　希釈ブリーチ又は過酸化水素、及び類似の製品が、手に対して使用され、芽胞を死滅さ
せる能力を示してきた。芽胞を死滅させることは重要であるが、これらの解決策を繰り返
し使用することが安全なのかは明確ではない。例えば、医療従事者は、病室の内外で洗う
ため、１日に３０～５０回、一部の医療従事者は１日に７５回以上、手を洗う場合がある
。これらの解決策にとって、長期毒性及び宿主組織の破壊が懸念となり得る。
【００２６】
　したがって、皮膚上で繰り返し使用しても安全であり、ＣＤＣが推奨するプロトコル（
石鹸、水、及びペーパータオル）と同等のレベルまで芽胞を減少させ、かつ栄養細菌を迅
速に死滅させる能力を有する組成物を開発することが、極めて重要である。アルコールは
、栄養細胞を迅速に死滅させるために使用されるが、芽胞は死滅させない。また、拭き取
り布、ジェル、スプレーなどの様々な形式で使用することができる組成物を得ることも有
用であり得る。また、手の衛生化、患者の入浴、及び手術前のケアなどの患者のケアの様
々な態様に対して利用できる組成物も、非常に有益であり得る。また、患者のケアだけで
なく、環境、例えば、攻撃性がより少なく組織に優しい化学物質の使用を必要とし得る、
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病室内の壊れ易い又は高価な備品／表面の清掃に対しても使用することができる組成物も
、医学界にとって大変有用であり得る。
【００２７】
　開示される方法は、皮膚などの表面に対する芽胞の接着を克服し、物品に、例えば、織
られた、編まれた、又は不織の拭き取り布の表面に、芽胞を分散及び移動させる。開示さ
れる方法は、表面から芽胞を除去する方法、表面から芽胞を除去する方法、又はこれらの
組み合わせを含む。
【００２８】
　第１及び第２の組成物
　開示される方法は、少なくとも２つの工程を含むことができる。開示される方法は、一
般に、表面を第１の組成物と接触させる第１の工程と、表面を第２の組成物と接触させる
第２の工程とを含む。第１及び第２の組成物の両方共に液体である。第１又は第２の組成
物の少なくとも１つ及び１つのみが、６０重量％以上の少なくとも１つのアルコールを含
む。第１の組成物、第２の組成物、又はその両方は、アクリレートコポリマー粒子を含み
得る。第２の組成物は、一般に、カチオン性コーティングを施した物品中又はカチオン性
コーティングを施した物品上に充填される。第２の組成物は、一般に、第１の組成物の少
なくとも一部が表面上に留まりながら、表面と接触する。
【００２９】
　開示される方法は、表面を第１の組成物と接触させる工程を含む。この接触は、第１の
組成物のみであってもよく、又は第１の組成物は、拭き取り用品などの物品に充填しても
よい。開示される方法は、表面を第２の組成物で充填されたカチオン性コーティングを施
した物品と接触させる工程を含む。第２の組成物は、液体である。第２の組成物は、第１
の組成物が６０重量％超のアルコールを含まない実施形態では、６０重量％超のアルコー
ルを含んでもよい。第１の組成物は、第２の組成物が６０重量％超のアルコールを含まな
い実施形態では、６０重量％超のアルコールを含んでもよい。
【００３０】
　一部の実施形態において、第２の組成物は、重量に基づいて最大量の水を含む。一部の
実施形態において、第２の組成物の総重量に基づいて、第２の組成物の少なくとも８０％
は水であり、第２の組成物の総重量に基づいて、第２の組成物の少なくとも９０％は水で
あり、第２の組成物の総重量に基づいて、第２の組成物の少なくとも９５％は水であり、
又は第２の組成物の総重量に基づいて、第２の組成物の少なくとも９９％は水である。
【００３１】
　一部の実施形態において、第２の組成物、第１の組成物、又はそれらの両方は、組成物
が、カチオン性コーティングされた拭き取り布などの拭き取り布を濡らすことをより容易
に可能にする構成成分、例えば界面活性剤を含み得る。特定の例示的な界面活性剤として
は、例えば、ソルビタン脂肪酸エステル、又はより具体的にはＴＷＥＥＮ（登録商標）な
どの非イオン性界面活性剤を挙げることができる。加えて、任意選択の成分に関して以下
に論じられるものなどの界面活性剤もまた、第２の組成物中で利用することができる。
【００３２】
　第１又は第２の組成物の少なくとも１つ及び１つのみが、６０重量％以上の少なくとも
１つのアルコールを含む。一部の実施形態において、第１及び第２の組成物のうちの少な
くとも１つは、アルコールを含む。したがって、一部の実施形態において、第１の組成物
はアルコールを含み、かつ第２の組成物はアルコールを含まず、一部の実施形態において
、第２の組成物はアルコールを含み、かつ第１の組成物はアルコールを含まず、一部の実
施形態において、第１の組成物は６０重量％以上の少なくとも１つのアルコールを含み、
かつ第２の組成物は６０重量％未満のアルコールを含み、あるいは一部の実施形態におい
て、第１の組成物は６０重量％未満のアルコールを含み、かつ第２の組成物は６０重量％
以上のアルコールを含む。
【００３３】
　アクリレートコポリマー粒子
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　第１の組成物は、アクリレートコポリマー粒子を含む。アクリレートコポリマー粒子は
、低ガラス転移温度（Ｔｇ）を有する少なくとも１つの構成成分、及び高Ｔｇを有する少
なくとも１つの構成成分を含むか、又はこれらから形成される。本明細書において使用さ
れる場合、高Ｔｇ構成成分又は低Ｔｇ構成成分という用語は、その構成成分から形成され
たホモポリマーのガラス転移温度を指す。例えば、Ｎ－ビニルピロリドンは、ポリビニル
ピロリドンが５４℃のＴｇを有するため、高Ｔｇ構成成分であり得、一方でイソオクチル
アクリレート（ＩＯＡ）は、ポリ（ＩＯＡ）ポリマーが－５８℃のＴｇを有するため、低
Ｔｇ構成成分（モノマー）である。低Ｔｇを有する構成成分は、低Ｔｇ構成成分と呼ぶこ
とができ、高Ｔｇを有する構成成分は、高Ｔｇ構成成分と呼ぶことができる。低Ｔｇ構成
成分は、低Ｔｇモノマーから形成することができ、高Ｔｇ構成成分は、高Ｔｇモノマーか
ら形成することができる。
【００３４】
　本明細書において、２つ以上のコポリマーを利用してもよいことに留意されたい。コポ
リマーは、少なくとも２種のモノマーを共重合して、ブロック又はランダムコポリマーを
形成することによって形成することができる。２種のモノマーから生成されるアクリレー
トコポリマーのＴｇと類似するＴｇをもたらすような比率での、２種のホモポリマー構成
成分のブレンドは、開示される組成物において使用されるコポリマーとは考えない。コポ
リマー粒子は、この語句が本明細書において利用される場合、単一のコポリマーから形成
されることが好ましいが、２種以上のコポリマーのブレンド又は他のホモポリマーとのブ
レンドも有用であり得る。例えば、特定のＴｇをもたらすように設計されたブレンドの、
せん断特性及び接着特性などの特性は、同じ特定の全体的Ｔｇを有する、開示されるコポ
リマーにおいて見られる特性とは異なり得る。
【００３５】
　本明細書に記載されるアクリレートコポリマーは、少なくとも１種のアクリレート構成
成分を含むか、あるいは少なくとも１種の構成成分又はモノマー、例えば少なくとも１種
のアクリル含有モノマーを含有する反応混合物から重合された。より具体的には、開示さ
れる組成物は、アクリレートコポリマー粒子を含み得る。アクリレートコポリマー又はア
クリレートコポリマー粒子は、少なくとも低Ｔｇモノマーと高Ｔｇモノマーとの反応生成
物として説明することができる。また、アクリレートコポリマー粒子は、それらの粒径に
よって説明することもできる。アクリレートコポリマー又はコポリマー粒子は、少なくと
も１種の構成成分、例えば少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも１種の高Ｔｇモ
ノマー、又はこれらの組み合わせなどを含む反応混合物の反応生成物として説明すること
ができる。
【００３６】
　また、第１の組成物中のアクリレートコポリマーの量も示すことができる。一部の実施
形態において、第１の組成物は、第１の組成物全体の総重量に基づいて、０．２５重量％
以上のアクリレートコポリマー、０．５重量％以上のアクリレートコポリマー、又は１重
量％以上のアクリレートコポリマーを含んでもよく、あるいは一部の実施形態において、
２重量％以上のアクリレートコポリマーを含んでもよい。一部の実施形態において、第１
の組成物は、第１の組成物全体の総重量に基づいて、１５重量％以下のアクリレートコポ
リマー、５重量％以下のアクリレートコポリマーを含んでもよく、あるいは一部の実施形
態において、４重量％以下のアクリレートコポリマーを含んでもよい。一部の実施形態に
おいて、第１の組成物は、第１の組成物全体の総重量に基づいて、１重量％～５重量％の
アクリレートコポリマーを含んでもよく、あるいは一部の実施形態において、２重量％～
４重量％のアクリレートコポリマーを含んでもよい。
【００３７】
　第１の組成物中のアクリレートコポリマー、又はより具体的にはアクリレートコポリマ
ー粒子は、アクリレートコポリマーを形成するために使用されるモノマーによって説明す
ることができる。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノ
マー及び低いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーを、開示される組成物中のアク
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リレートコポリマーを形成するために利用することができる。本明細書において使用され
る場合、モノマーのＴｇに関する値は、特定のモノマーから重合されたホモポリマーのＴ
ｇである。低Ｔｇモノマーは、アクリレートコポリマーの低Ｔｇ構成成分を形成し、高Ｔ
ｇモノマーは、アクリレートコポリマーの高Ｔｇ構成成分を形成する。
【００３８】
　一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーは、４０℃
以上、あるいは一部の実施形態において、例えば６０℃以上のＴｇを有するモノマーであ
ってもよい。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマー
は、１５０℃以下、あるいは例えば１２５℃以下のＴｇを有するモノマーであってもよい
。一部の実施形態において、高いＴｇを有する少なくとも１種以上のモノマーは、４０℃
～１５０℃、あるいは一部の実施形態において、例えば６０℃～１２５℃のＴｇを有する
モノマーであってもよい。一部の実施形態において、高Ｔｇモノマー又は構成成分は、１
０５℃のＴｇを有してもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有する少なくとも１
種以上のモノマーは、－３０℃以下、あるいは一部の実施形態において、例えば－２０℃
以下のＴｇを有するモノマーであってもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有す
る少なくとも１種以上のモノマーは、－６０℃以上、あるいは例えば－５５℃以上のＴｇ
を有するモノマーであってもよい。一部の実施形態において、低いＴｇを有する少なくと
も１種以上のモノマーは、例えば－６０～－２０℃のＴｇを有するモノマーであってもよ
い。一部の実施形態において、低Ｔｇモノマー又は構成成分は、－５０℃のＴｇを有して
もよい。
【００３９】
　また、低Ｔｇ及び高Ｔｇモノマー構成成分は、モノマー中の炭素の数によって説明する
こともできる。例えば、低Ｔｇモノマーは、４個以上のアルキル鎖炭素を有するモノマー
を含んでもよい。一部の実施形態において、低Ｔｇモノマーは、１０個以下の炭素を有し
てもよい。例えば、高Ｔｇモノマーは、３個以下の炭素を有するモノマーを含んでもよい
。一部の実施形態において、高Ｔｇモノマーは、１個以上の炭素を有してもよい。
【００４０】
　また、低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーは、構造的に説明することもできる。一部の
実施形態において、高Ｔｇモノマーは、下の式Ｉのものであってもよく、
【化１】

　式中、Ｒ１は、Ｈ又は－ＣＨ３であり、Ｒ２は、－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３である。
一部の実施形態において、低Ｔｇモノマーは、下の式ＩＩのものであってもよく、
【化２】

　式中、Ｒ３は、Ｈ又は－ＣＨ３であり、Ｒ４は、－ＣＨ２（ＣＨ２）ｘＣＨ３であり、
ｘは１～１２の整数であり、アルキル鎖は、直鎖状であっても分枝状であってもよい。一
部の実施形態において、ｘは２～６の整数であってもよい。一部の実施形態において、ｘ
は６であってもよく、アルキルは分枝アルキルであってもよい。
【００４１】
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　したがって、少なくとも式Ｉ及びＩＩのモノマーから形成されたアクリレートコポリマ
ーは、以下の通りに式ＩＩＩで記載することができ、
【化３】

　式中、Ｒ１は、Ｈ又は－ＣＨ３であり、Ｒ２は、Ｈ、－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３であ
り、Ｒ３は、Ｈ又は－ＣＨ３であり、Ｒ４は、－ＣＨ２（ＣＨ２）ｘＣＨ３であり、ｘは
１～８の整数であり、アルキル鎖は、直鎖状であっても分枝状であってもよく、Ｒ５は、
Ｈ又は－ＣＨ３であり、Ｒ６は、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＣＨ３、Ｎ（ＣＨ３）２、－ＯＣＨ

２ＣＨ２ＯＨであり、ｍは、２０～１，５００，０００の整数であり、ｎは、２０～１，
５００，０００も整数であり、ｐは、ゼロ（０）～１，５００，０００の整数であり、但
し、ｍはｎより大きく、ｍ及びｎは、両方ともｐより大きい。一部の実施形態において、
Ｒ１は－ＣＨ３であり、Ｒ２は－ＣＨ３又は－ＣＨ２ＣＨ３であり、Ｒ３はＨである。一
部の実施形態において、任意選択のモノマー（上記のポリマー鎖の中間構造）は、アクリ
ルアミドモノマー、アクリル酸モノマー、ピロリドンモノマー、Ｎ－ビニルピロリドンモ
ノマー、若しくは他の高Ｔｇモノマー、又はこれらの任意の組み合わせに由来してもよい
。上の式中に列挙されたモノマーの順序は、例示のみを目的とするものであることに留意
されたい。モノマーは、ランダム又はブロックの様式で、任意の順序で出現してもよい。
【００４２】
　一部の例示的実施形態において、低Ｔｇモノマーとしては、例えば、－５０℃のＴｇを
有する２－エチルヘキシルアクリレート（ＥＨＡ）、－５４℃のＴｇを有するブチルアク
リレート（ＢＡ）、及び－５８℃のＴｇを有するイソオクチルアクリレート（ＩＯＡ）、
又はこれらの組み合わせを挙げることができる。一部の例示的実施形態において、高Ｔｇ
モノマーとしては、例えば、１０５℃のＴｇを有するメタクリル酸メチル（ＭＭＡ）、１
０５℃のＴｇを有するアクリル酸（ＡＡ）、及び５５℃のＴｇを有するヒドロキシエチル
メタクリレート（ＨＥＭＡ）を挙げることができる。有用なコポリマー粒子として、又は
それにおいて利用することができる潜在的ポリマーの具体例としては、例えば、Ａｋｚｏ
　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅから市販されているＤｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ（ＥＨＡ、Ｍ
ＭＡ、及びＡＡの混合物から重合）、並びにＡｋｚｏ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅから
以前市販されていたＢａｌａｎｃｅ　０／５５（ＢＡ及びＭＭＡの混合物から重合）など
のアクリレートを挙げることができる。
【００４３】
　また、本明細書において有用なコポリマー粒子は、任意選択の構成成分又は任意選択の
モノマーを含んでもよい。一部のそのような任意選択の構成成分としては、コポリマー粒
子を形成するのに使用することができる他のポリマー及び／又はモノマーを挙げることが
できる。コポリマー粒子を形成するのにポリマーが利用される場合、反応混合物の総重量
を決定する際、そのようなポリマーの重量はモノマーとして考慮される。概して、アクリ
レートコポリマー粒子の組成物としては、限定されるものではないが、以下のポリマー：
アクリレート、ポリアクリレート、ウレタン、ポリウレタン、ポリエステル、ポリサッカ
ライド、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリイミド、ポリエチレン、ポリアルキル、ポリ
オール、ポリスチレン、ポリエーテル、ポリハライド、ポリニトリル、セルロース系、タ
ンパク質、トリグリセリド、ポリアミノ酸、シリコーンポリマー及び樹脂、ロジンに由来
するエステル、エポキシ樹脂、シェラック、ラテックス、又はこれらの任意の組み合わせ
を挙げることができる。
【００４４】
　アクリレートコポリマー粒子中に含まれ得る構成成分の具体例としては、例えば、Ｉｎ
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ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ製のＰＶＰ　Ｋシリー
ズ（ポリビニルピロリドン）、ＢＡＳＦ製のＬｕｖｉｓｋｏｌ　Ｋシリーズ（ポリビニル
ピロリドン）、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ製
のＰＶＰ／ＶＡ（酢酸ビニル／ビニルピロリドンコポリマー）、例えばＷ－７３５及びＳ
－６３０グレード、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ製のＧａｎｔｒｅｚ（メチルビニルエーテル／無水マレイン酸のコポリマー）、ＢＦ　
Ｇｏｏｄｒｉｃｈ製のＣａｒｂｏｓｅｔシリーズ（アクリレートコポリマー）、Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＲｅ
ｓｙｎシリーズ（酢酸ビニル／クロトネートコポリマー）、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒ
ｃｈ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＶｅｒｓａｔｙｌシリー
ズ（アクリレート／オクチルアクリルアミドコポリマー）、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　
ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ製のＡｉｒｖｏｌ（ポリビニルアルコールコポリマー）、例
えばＡｉｒｖｏｌ　１０３、Ａｉｒｖｏｌ　３２５、Ａｉｒｖｏｌ　５４０、Ａｉｒｖｏ
ｌ　５２３Ｓのような全ての市販グレード、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ製の、ビニルアルコールとポリ（オキシアルキレン）アクリレートとのコポ
リマーであるＶｉｎｅｘ、例えばＶｉｎｅｘ　１００３、Ｖｉｎｅｘ　２０３４、Ｖｉｎ
ｅｘ　２１４４、Ｖｉｎｅｘ　２０１９などの全ての市販グレード、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｃ
ｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎｓ製のＰＥＯＸ（ポリエチルオキサゾリン）、
ＷａｃｋｈｅｒｒによるＣｏｖａｃｒｙｌ　Ａ１５及びＣｏｖａｃｒｙｌ　Ｅ１４、アク
リレート／エチルヘキシルアクリレートコポリマー（大東化成工業によるＤａｉｔｏｓｏ
ｌ　５０００ＳＪ）、ブチルアクリレート／ヒドロキシプロピルジメチコンアクリレート
コポリマー（Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．によるＧｒａｎａｃｒｙｓｉ
ｌ　ＢＡＳ）、アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２アルキルメタクリレートコポリマー（ＩＳ
ＰによるＡｌｌｉａｎｚ　ＯＰＴ）、イソドデカン及びアクリレートコポリマー（Ｐｈｏ
ｅｎｉｘによるＧｉｏｖａｒｅｚ　ＡＣ－５０９９Ｍ）、アクリレート／オクチルアクリ
ルアミドコポリマー（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙによるＤｅｒｍａｃｒｙｌ－７９）、並びにポリスチレンスルホン酸ナトリウム
（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙによるＦｌ
ｅｘａｎ　１３０）、ＩＳＰ製のＧａｎｅｘ（ビニルピロリジノン／エイコセンコポリマ
ー）、ＩＳＰ製のＰｏｌｅｃｔｒｏｎ（ビニルピロリジノン／スチレンコポリマーエマル
ジョン）を挙げることができる。
【００４５】
　いかなる特定の理論にも束縛されるものではないが、アクリレートポリマーの好適な構
成成分は、それらの特性及び／又は構造に基づいて選択することができる。一部のアクリ
レートは、それらの遊離酸形態では水に対して不溶性であるため、耐水性である。そのよ
うな水不溶性アクリレートを塩基で中和してそれらの塩形態にした場合、水溶性は著しく
増加し得る。アクリレートポリマーの溶解度プロファイルは、その内部の酸性基などの極
性基又はイオン性基の出現頻度によって強く影響を受け得る。これらの特性は、ポリマー
中の酸性官能基を中和するために使用される塩基の種類にも依存し得る。例えば、中和剤
としてトリエタノールアミンを使用したアクリレートポリマーは、水酸化ナトリウムを用
いて中和されたものとは異なる特性を有し得る。一実施形態において、アクリレートコポ
リマーは、酸性官能基の全て又は一部とイオン性錯体を形成するように、塩化セチルピリ
ジニウムなどのアルキル又はアラルキル四級アンモニウム塩を伴うアクリレートポリマー
を含み得る。加えて、アクリレートのエマルジョンを安定に保つために使用することがで
きる任意選択の界面活性剤が、最終配合物においてある役割を果たす場合がある。
【００４６】
　また、比較的低濃度のアクリル酸（ＡＡ）モノマーなどのアニオン性モノマーが、反応
混合物又は開示される組成物中に含まれてもよい。その酸性官能基は、例えば、カチオン
性抗微生物剤（例えば、塩化ベンザルコニウム、塩化セチルピリジニウムなど）などのカ
チオン性化合物を用いて錯体化され得る。加えて、酸性モノマーを中和するために、第一
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級、第二級、及び第三級アミンを使用することができる。これらのアミンもまた、任意選
択的に、抗微生物活性をもたらし得る（例えば、ラウリルアルギネート、クロルヘキシジ
ンなど）。
【００４７】
　一部の実施形態において、Ｄｅｒｍａｃｒｙｌ　Ｃ、Ｂａｌａｎｃｅ　Ｏ／５５、及び
Ａｖａｌｕｒｅ　２１０を利用することができる。部分的に中和されている、これらのコ
ポリマー中の酸性官能基が、芽胞を除去するのに有用であり得る。これらの特定のコポリ
マーは、耐水性である軟質の可撓性コーティングを形成する。これらのポリマーはまた、
美容用途において、石鹸及び水を用いて除去することのために設計されたものでもある。
開示される組成物もまた、有利なことに、表面から除去することができる。開示される組
成物は皮膚に対して使用される可能性があるため、許容できる美容的魅力を有することが
有利であり得る。これは、例えば、手と繰り返し接触する可能性があるためである。例え
ば、望ましくない特徴としては、配合物の「ボーリング（balling）」、乾燥した配合物
の剥離、皮膚の乾燥又はひび割れの感触の発生などを挙げることができる。上記のような
美容的特性を向上させるために、添加剤を任意選択的に添加することができる。しかしな
がら、そのような添加剤が、組成物の芽胞を除去する性能及びその潜在的な抗微生物性に
対して負の影響を及ぼす可能性があるかどうか、考慮する必要がある。室温でのワックス
、例えばステアリン酸、ステアリルアルコール、パルミチン酸セチルなど、又はシリコー
ンベースの皮膚軟化剤、例えばジメチコンコポリオール及びジメチコンなどを添加すると
、このような特性の向上を補助し得る。
【００４８】
　有用なアクリレートコポリマーは、少なくとも１種の高Ｔｇモノマー及び少なくとも１
種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、少なくとも１種の低
Ｔｇモノマーの量は、少なくとも１種の高Ｔｇモノマーの量より多い。一部の実施形態に
おいて、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総
重量に基づいて、少なくとも５重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、少なくとも１
０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、少なくとも１５重量％の少なくとも１種の
高Ｔｇモノマー、又は少なくとも２０重量％の高Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部
の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反
応混合物の総重量に基づいて、４０重量％以下の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、５０
重量％以下の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、６０重量％以下の高Ｔｇモノマー、８０
重量％以下の高Ｔｇモノマー、あるいは一部の実施形態において、８５重量％以下の高Ｔ
ｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、
アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総重量に基づいて、５重量％～８０重量
％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、５重量％～５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇ
モノマー、２０重量％～５０重量％の少なくとも１種の高Ｔｇモノマー、又は２０重量％
～６０重量％の高Ｔｇモノマーの反応生成物である。
【００４９】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを形成
する反応混合物の総重量に基づいて、少なくとも１０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモ
ノマー、少なくとも２０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも２５重量
％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、少なくとも４０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇ
モノマー、又は少なくとも６０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物で
ある。一部の実施形態において、アクリレートコポリマーは、アクリレートコポリマーを
形成する反応混合物の総重量に基づいて、８０重量％以下の少なくとも１種の低Ｔｇモノ
マー、８５重量％以下の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、又は９０重量％以下の少なく
とも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である。一部の実施形態において、アクリレート
コポリマーは、アクリレートコポリマーを形成する反応混合物の総重量に基づいて、４０
重量％～９０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマー、２０重量％～８０重量％の少な
くとも１種の低Ｔｇモノマー、４０重量％～８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマ
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ー、又は６０重量％～８０重量％の少なくとも１種の低Ｔｇモノマーの反応生成物である
。
【００５０】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマー、又はアクリレートコポリマーを形
成する反応混合物は、その中に含有される少なくとも１種の低Ｔｇモノマー及び少なくと
も１種の高Ｔｇモノマーの総最小量によって説明することができる。例えば、反応混合物
は、反応混合物中のモノマーの合計に基づいて、反応混合物中に少なくとも２５重量％の
全ての低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーを含んでもよく、あるいは少なくとも３０重量
％の全ての低Ｔｇモノマー及び高Ｔｇモノマーを含んでもよい。
【００５１】
　開示される組成物中のアクリレートコポリマーは、より具体的には、組成物中に分散さ
れたアクリレートコポリマー粒子として説明することができる。したがって、アクリレー
トコポリマー粒子は、それらの粒径によって説明することができる。一部の実施形態にお
いて、アクリレートコポリマー粒子は、１００ナノメートル（ｎｍ）以上、あるいは一部
の実施形態において、２００ｎｍ以上の数平均直径を有してもよい。一部の実施形態にお
いて、アクリレートコポリマー粒子は、５００ｎｍ以下の数平均直径を有してもよい。ア
クリレートコポリマー粒子のサイズは、芽胞を除去することを成し遂げる又は少なくとも
部分的に成し遂げる際に重要であり得る。一部の実施形態において、アクリレートコポリ
マー粒子は、マイクロメートル（又はミクロン）の範囲の数平均直径を有してもよい。
【００５２】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子を含む組成物は、安定な分散体
として説明することができる。本明細書において利用される場合、「安定な分散体」とは
、粒子が、溶液から脱落又は「クラッシュアウト」する（例えば、凝集又は沈殿する）こ
となく、溶液中に分散したままである組成物を指す。一部の実施形態において、第１の組
成物は、ヒドロアルコール溶液として説明することができる。
【００５３】
　「ヒドロアルコール溶液」という語句は、少なくとも水及びアルコールを含む組成物又
は溶液を指す。一部の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子は、ヒドロアルコ
ール溶液中に分散させることができる。一部の実施形態において、有用なヒドロアルコー
ル溶液は、ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、１重量パーセント（重量％）以上
の水を含んでもよく、又は一部の実施形態では５重量％以上の水を含んでもよい。一部の
実施形態において、有用なヒドロアルコール溶液は、ヒドロアルコール溶液の総重量に基
づいて、１５重量％以下の水を含んでもよい。一部の実施形態において、有用なヒドロア
ルコール溶液は、ヒドロアルコール溶液の総重量に基づいて、３０重量％以上のアルコー
ルを含んでもよい。一部の実施形態において、有用なヒドロアルコール溶液は、ヒドロア
ルコール溶液の総重量に基づいて、８５重量％以下のアルコール、９５重量％以下のアル
コール、又は９９％以下のアルコールを含んでもよい。
【００５４】
　一部の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子を含む組成物を表面と接触させ
る工程は、コポリマー粒子を、表面上の芽胞と会合するようにさせ得る。コポリマー粒子
が、芽胞の外面と会合するようになると考えられるが、絶対ではない。例えば、コポリマ
ー粒子が、芽胞の外面に接着するようになるという可能性がある。コポリマー粒子が芽胞
と会合すると、芽胞は、コポリマー粒子と会合していない場合よりも容易に、表面から除
去することができる。
【００５５】
　コポリマー粒子の少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分が、コポリマー粒子が芽胞に接着す
るのに役立ち、コポリマー粒子の少なくとも１種の高Ｔｇ構成成分が、組成物が芽胞を表
面から除去するのに役立つと考えられるが、絶対ではない。少なくとも１種の低Ｔｇ構成
成分の量が過剰であると、又は少なくとも１種の高Ｔｇ構成成分の量が不十分であると、
芽胞がコポリマー粒子と会合していても、それらを表面から除去するのがより困難になる
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場合がある。同様に、少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分の量が不十分であると、又は少な
くとも１種の高Ｔｇ構成成分の量が過剰であると、コポリマー粒子が芽胞に接着するのが
より困難になる場合がある。したがって、芽胞に対する接着性と表面からの芽胞の除去の
両方をもたらすには、少なくとも１種の低Ｔｇ構成成分の、少なくとも１種の高Ｔｇ構成
成分に対する比率が重要であり得る。開示される組成物は、芽胞が位置する表面に対して
ではなく、芽胞の表面に対して、優先的な結合を可能にする。加えて、開示される組成物
は、表面に対する芽胞の相互作用を弱める。
【００５６】
　アルコール
　開示される方法は、２つの組成物、第１の組成物、及び第２の組成物を利用する。第１
又は第２の組成物の少なくとも１つ及び１つのみが、６０重量％以上の少なくとも１つの
アルコールを含む。６０重量％未満の少なくとも１つのアルコールを含む第１及び第２の
組成物のうちの１つは、溶媒として水を含み得る。６０重量以上の少なくとも１つのアル
コールを含む第１及び第２の組成物のうちの１つは、共溶媒として水を含み得る。一部の
実施形態において、６０重量％未満の少なくとも１つのアルコールを含む第１及び第２の
組成物のうちの１つは、溶媒の主要成分（重量に基づいて）として水を含む。一部の実施
形態において、第１及び第２の組成物の少なくとも１つ及び１つのみは、相当量（例えば
、１重量％以上又は２重量％以上）のアルコールを含む。一部の実施形態において、第１
及び第２の組成物のうちの少なくとも１つ及び１つのみが、任意の量のアルコールを含む
。一部の実施形態において、組成物のうちの１つは、最小量の、例えば、０．０１重量％
の少なくとも１つのアルコールを含むことができ、他方の組成物は、少なくとも６０重量
％の少なくとも１つのアルコールを含むことができる。
【００５７】
　任意の種類の単官能性のアルキルアルコールを、第１及び第２の組成物中のアルコール
として利用することができる。一部の実施形態において、Ｃ２～Ｃ５アルコールなどの、
低級炭化水素鎖のアルコールを利用することができる。一部の実施形態において、アルコ
ールは、エタノール及びイソプロパノールから選択され、一部の実施形態においては、ア
ルコールはエタノールを含む。エタノールは、広域スペクトルをもたらし、微生物を迅速
に死滅させ、かつ医師、看護士、及び臨床医などの消費者にとって許容できる香り有し得
るため、有用であり得る。プロピルアルコール（１－プロパノール）もまた使用されても
よい。また、２種以上の低級アルコールのブレンドも利用できる。低級アルコールは、例
えばＳＤＡ－３Ｃ（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）か
ら市販）などの変性エタノールのように、変性されていてもよい。低級アルコールと共に
、共溶媒が組成物中に更に含まれてもよい。可能性のある、企図される適用について考慮
すると、好適な共溶媒としては、例えばアセトン、イソオクタンなどの炭化水素、グリコ
ール、ケトン、エーテル、及び短鎖エステルを挙げることができる。
【００５８】
　一部の実施形態において、組成物中のアルコールの量も考慮することができる。アルコ
ールの含有量によって、細菌を死滅させる特性、並びに開示される方法によって芽胞除去
がもたらされ得るため、組成物中のアルコールの量は重要であり得る。一部の実施形態に
おいて、第１又は第２の組成物、若しくはその両方は、第１又は第２の組成物それぞれの
全体の総重量に基づいて、少なくとも３０重量％のアルコールを有することができる（但
し、組成物のうちの１つのみが６０重量％以上を有する）。
【００５９】
　３０重量％以下のアルコール量は、３０重量％のアルコールを含有する組成物が分注さ
れる場合の表面、例えば皮膚表面の乾燥時間を減少させるのに役立つか、又それを補助す
ることができる。更に、この量のアルコールは、この工程における芽胞の除去に悪影響を
及ぼさないか、又は十分に悪影響を及ぼさない場合がある。乾燥時間に有利なアルコール
の量を含むことは、本方法の第１の工程が、６０重量％以上のアルコール量を有する第１
の組成物を含む方法において特に有益であり得る。
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【００６０】
　一部の実施形態において、第１及び第２の組成物のうちの１つ及び１つのみは、第１又
は第２の組成物それぞれの全体の総重量に基づいて、６０重量％以上のアルコール、又は
一部の実施形態において、７０重量％以上のアルコールを有することができる。一部の実
施形態において、第１又は第２の組成物のうちの１つ及び１つのみは、第１又は第２の組
成物それぞれの全体の総重量に基づいて、８５重量％以下のアルコール、９５重量％以下
のアルコール、又は９８％以下のアルコールを有してもよい。一部の実施形態において、
第１又は第２の組成物のうちの１つ及び１つのみは、第１又は第２の組成物全体の総重量
に基づいて、６０重量％～７０重量％のアルコールを第１又は第２の組成物全体中に有し
てもよい。一部の実施形態において、アクリレートコポリマー粒子も含む第１又は第２の
組成物は、第１又は第２の組成物全体の総重量に基づいて、３０重量％～８５重量％のア
ルコールを第１又は第２の組成物全体中に有してもよい。一部の実施形態において、アク
リレートコポリマー粒子を含まない第１又は第２の組成物は、第１又は第２の組成物全体
の総重量に基づいて、３０重量％～９５重量％のアルコールを第１又は第２の組成物全体
中に有してもよい。
【００６１】
　一部の実施形態において、第１の組成物は、アルコールを含み得る。一部のこのような
実施形態において、第１の組成物は、その中に分散されたアクリレートコポリマー粒子を
含有するヒドロアルコール溶液として説明することができる。
【００６２】
　カチオン性コーティングを施した物品
　開示される方法は、表面を第２の組成物が充填された物品と接触させる第２の工程を含
む。開示される物品は、一般に、カチオン性コーティングを含む基材を含む。カチオン性
コーティングを施した、物品の基材に、第２の組成物を充填する。基材は多孔質であって
よく、例えば、スポンジ、不織布、又は織布を含むことができる。一部の実施形態におい
て、物品は、第２の組成物がその上に又はその中に充填される、カチオン性コーティング
を施した基材を含む拭き取り布であり得る。
【００６３】
　基材は、例えば、任意の好適な形態であってもよい。いくつかの好適な基材は、シート
の形態である織布又は不織布である。シートは、任意の所望のサイズ及び形状を有するこ
とができる。他の好適な基材は、任意の所望のサイズ又は形状を有することができるスポ
ンジである。基材は通常、多孔質である。好適な基材は、典型的には可撓性であり、その
ため、拭き取り布は、平坦ではないものなどの様々な表面に容易に適合かつ接触すること
ができる。
【００６４】
　基材は、任意の好適な熱可塑性材料又は熱硬化性材料から形成することができる。材料
は有機ポリマー材料であってもよい。好適な有機ポリマー材料としては、ポリ（メタ）ア
クリレート、ポリ（メタ）アクリルアミド、ポリオレフィン、ポリ（イソプレン）、ポリ
（ブタジエン）、フッ素化ポリマー、塩素化ポリマー、ポリアミド、ポリイミド、ポリエ
ーテル、ポリ（エーテルスルホン）、ポリ（スルホン）、ポリ（ビニルアセテート）、ビ
ニルアセテートのコポリマー、例えばポリ（エチレン）－ｃｏ－ポリ（ビニルアルコール
）など、ポリ（ホスファゼン）、ポリ（ビニルエステル）、ポリ（ビニルエーテル）、ポ
リ（ビニルアルコール）、ポリ（カーボネート）、ポリウレタン、及びセルロース系材料
が挙げられるが、これらに限定されない。
【００６５】
　好適なポリオレフィンとしては、ポリ（エチレン）、ポリ（プロピレン）、ポリ（１－
ブテン）、エチレンとプロピレンとのコポリマー、αオレフィンコポリマー（例えば、エ
チレン又はプロピレンの、１－ブテン、１－ヘキセン、１－オクテン、及び１－デセンと
のコポリマーなど）、ポリ（エチレン－ｃｏ－１－ブテン）及びポリ（エチレン－ｃｏ－
１－ブテン－ｃｏ－１－ヘキセン）が挙げられるが、これらに限定されない。
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【００６６】
　好適なフッ素化ポリマーとしては、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ（フッ化ビニリデン）
、フッ化ビニリデンのコポリマー（例えばポリ（フッ化ビニリデン－ｃｏ－ヘキサフルオ
ロプロピレン）など）、及びクロロトリフルオロエチレンのコポリマー（例えばポリ（エ
チレン－ｃｏ－クロロトリフルオロエチレン）など）が挙げられるが、これらに限定され
ない。
【００６７】
　好適なポリアミドとしては、ポリ（イミノアジポイルイミノヘキサメチレン）、ポリ（
イミノアジポイルイミノデカメチレン）、及びポリカプロラクタムが挙げられるが、これ
らに限定されない。好適なポリイミドとしては、これに限定されるものではないが、ポリ
（ピロメリットイミド）が挙げられる。
【００６８】
　好適なポリ（エーテルスルホン）としては、これらに限定されるものではないが、ポリ
（ジフェニルエーテルスルホン）及びポリ（ジフェニルスルホン－ｃｏ－ジフェニレンオ
キシドスルホン）が挙げられる。
【００６９】
　好適なビニルアセテートのコポリマーとしては、ポリ（エチレン－ｃｏ－ビニルアセテ
ート）と、コポリマー中でアセテート基のうちの少なくともいくつかが加水分解され、各
種のポリ（ビニルアルコール）を生成したコポリマーと、が挙げられるが、これらに限定
されない。
【００７０】
　好適なセルロース系材料としては、綿、レーヨン、及びこれらのブレンドが挙げられる
。
【００７１】
　一部の実施形態において、基材は、プロピレンポリマー（例えば、ホモポリマー又はコ
ポリマー）から形成される。ポリプロピレンポリマー、特にポリプロピレンホモポリマー
は、非毒性、不活性、低コスト、及びそれが押出成形され、成形されて、物品に形成され
得る容易性などの特性により、いくつかの用途に特に有用であり得る。ポリプロピレンポ
リマーは、例えば、織繊維又は不織布繊維の多孔質シートに形成することができる。
【００７２】
　いくつかの基材は、不織布である。本明細書で使用される場合、「不織布」という用語
は、不規則にかつ／又は一方向に、マット状に組み込まれた個々の繊維又はフィラメント
の構造を有する布地又はウェブを指す。個々の繊維又は糸は、編まれた又は織られた布地
のように、識別可能なパターンでは組み込まれない。好適な不織布の例としては、メルト
ブロー布地、スパンボンド布地、カード布地、湿式布地、及びエアレイド布地が挙げられ
るが、これらに限定されない。
【００７３】
　スパンボンド繊維は、典型的には、溶融した熱可塑性ポリマーを、微細で通常は円形の
複数の紡糸口金のキャピラリーからフィラメントとして押し出し、押し出された繊維の直
径を急激に縮小させることによって形成される小径繊維である。メルトブローン繊維は、
典型的に、溶融した熱可塑性材料を、複数の微細で通常は円形のダイキャピラリーを通じ
て、溶融糸又はフィラメントとして、高速で通常は加熱されたガス（例えば空気）流の中
へ押し出すことにより形成され、このガス流により溶融熱可塑性材料のフィラメントが細
くなり、それらの直径が減少する。その後、メルトブローン繊維は高速ガス流によって運
搬されて収集面上に堆積され、不規則に分散されたメルトブローン繊維の布地を形成する
。任意の不織布が、単一の種類の繊維から、又は、熱可塑性ポリマーの種類及び／若しく
は厚さが異なる２つ以上の繊維から作製され得る。
【００７４】
　湿式繊維は、ａ）繊維、及びｂ）懸濁液、例えば水、水混和性有機溶媒、又はこれらの
混合物を含有するスラリーを形成することによって、シートに形成することができる。ス
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ラリーを金型に入れ、層に堆積させる。懸濁液を除去して、シート又はマットを形成する
。次いで、シート又はマットを乾燥させる。一部の実施形態において、ポリマーバインダ
ーは、分散体中に含まれる。他の実施形態では、ポリマーバインダーは、シート又はマッ
トの形成後に適用することができる。ポリマーバインダーは、多くの場合、ラテックスポ
リマーである。
【００７５】
　本開示の不織布の製造方法に関する更なる詳細は、Ｗｅｎｔｅ，Ｓｕｐｅｒｆｉｎｅ　
Ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔｉｃ　Ｆｉｂｅｒｓ，４８　ＩＮＤＵＳ．ＥＮＧ．ＣＨＥＭ．１
３４２（１９５６）、又はＷｅｎｔｅ　ｅｔ　ａｌ．，Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ　Ｏｆ　
Ｓｕｐｅｒｆｉｎｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｆｉｂｅｒｓ，（Ｎａｖａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ
　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｎｏ．４３６４，１９５４）に見出すこと
ができる。
【００７６】
　基材は、カチオン性コーティングを含むか又は本質的にカチオン性である組成物でコー
ティングされる。一部の実施形態において、コーティングとしては、キトサン、又はポリ
エチレンイミン（ＰＥＩ）などのポリマー、又は四級化セルロース、シラン、又はグアー
ガム、グアニジニルコーティング、又はこれらの組み合わせを挙げることができる。一部
の実施形態において、コーティングは、グアニジニルコーティングを含むことができる。
【００７７】
　一部の実施形態において、カチオン性コーティングは、基材に結合され得るグアニジニ
ル含有ポリマーを含むことができる。任意のグアニジニル含有ポリマーをカチオン性コー
ティングに使用することができるが、一部の実施形態において、式（Ｉ）のポリマーを利
用することができる。
【化４】

【００７８】
　式（Ｉ）中、基Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（
ヘテロ）アリール、又はポリマー鎖の残基である。基Ｒ２は、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２（
ヘテロ）アルキレン、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリーレンである。基Ｒ３は、水素、
Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、又はｎが０の
とき、ポリマー鎖の残基である。各基Ｒ４は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）
アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。基Ｒ５は、水素、Ｃ１～Ｃ１２

（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、又は－Ｎ（Ｒ４）２である。変
数ｎは、グアニジニル含有ポリマーを形成するために使用される前駆体ポリマーに応じて
、０又は１に等しい。変数ｍは、カチオン性基がグアニジニル基又はビグアニジニル基で
あるかに応じて、１又は２に等しい。式（Ｉ）における「ポリマー」という用語は、式－
［Ｃ（Ｒ１）＝Ｎ－Ｒ２－］Ｎ（Ｒ３）－［Ｃ（＝ＮＲ４）－ＮＲ４］ｍＲ５－］のｘ基
を除く、グアニジニル含有ポリマーの全ての部分を指す。記号ｘは、少なくとも１に等し
い変数である。
【００７９】
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　大部分のグアニジニル含有ポリマーは、２つ以上のグアニジニル基を有する。グアニジ
ニル基の数は、グアニジニル含有ポリマーを調製するために使用される方法に応じて変更
することができる。例えば、グアニジニル基の数は、好適なグアニル化剤と反応させるた
めに選択される前駆体ポリマーの選択に依存し得る。一部の実施形態において、変数ｘは
、最大１０００、最大５００、最大１００、最大８０、最大６０、最大４０、最大２０、
又は最大１０とすることができる。
【００８０】
　式（Ｉ）のグアニジニル含有ポリマーは、多くの場合、（ａ）前駆体ポリマーと（ｂ）
好適なグアニル化剤との反応生成物である。前駆体ポリマーは、多くの場合、アミノ含有
ポリマー又はカルボニル含有ポリマーである。前駆体ポリマーがアミノ含有ポリマーであ
る場合、式（Ｉ）中の変数ｎは、典型的には０に等しい。前駆体ポリマーがカルボニル含
有ポリマーである場合、変数ｎは、１に等しい。グアニル化剤がグアニジニル基又はグア
ニジニル基の前駆体を含有する場合、式（Ｉ）中の変数ｍは１に等しい。グアニル化剤が
ビグアニジニル基又はビグアニジニル基の前駆体を含有する場合、式（Ｉ）中の変数ｍは
２に等しい。
【００８１】
　ｎが０である実施形態では、グアニジニル含有ポリマーのベースポリマーは、多くの場
合、好適なグアニル化剤とアミノ含有ポリマーとの反応によって調製される。ｎが１であ
る他の実施形態では、グアニジニル含有ポリマーは、多くの場合、好適なグアニル化剤と
カルボニル含有ポリマーとの反応によって調製される。
【００８２】
　ｎが０であり、かつ前駆体ポリマーがアミノ含有ポリマーである実施形態では、式（Ｉ
）のグアニジニル含有ポリマーの構造は、より簡単に式（ＩＩ）の構造としても記載する
ことができる。
【化５】

【００８３】
　式（ＩＩ）中、基Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２

（ヘテロ）アリール、又はポリマー鎖の残基とすることができる。グアニジル基がペンダ
ント基の一部である場合、Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～
Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。各Ｒ４は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）
アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。基Ｒ５は、水素、Ｃ１～Ｃ１２

（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、又は－Ｎ（Ｒ４）２である
。変数ｍは、１又は２に等しい。式（ＩＩ）における「ポリマー」という用語は、式－Ｎ
（Ｒ３）－［Ｃ（＝ＮＲ４）－ＮＲ４］ｍＲ５－のｘ基を除く、グアニジニル含有ポリマ
ーの全ての部分を指す。記号ｘは、少なくとも１に等しい変数である。
【００８４】
　式（ＩＩ）のグアニジニル含有ポリマーを調製するために前駆体ポリマーとして使用さ
れるアミノ含有ポリマーは、式ポリマー－Ｎ（Ｒ３）Ｈによって表すことができる。しか
しながら、上述したように、アミノ含有ポリマーは、典型的には多くの基－Ｎ（Ｒ３）Ｈ
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を有するが、式（Ｉ）は、議論のみを容易にする目的のためのみに示されている。－Ｎ（
Ｒ３）Ｈ基は、一級又は二級アミノ基であり得、前駆体ポリマーのペンダント基又は主鎖
の一部であり得る。アミノ含有ポリマーは、合成されてもよく、又は天然に存在するバイ
オポリマーであってもよい。好適なアミノ含有ポリマーは、連鎖重合又は逐次重合手順に
よって、アミノ含有モノマーを用いて調製することができる。これらのモノマーは、また
、所望であれば、アミノ含有基を含まないその他のモノマーと共重合することもできる。
加えて、アミノ含有ポリマーは、適切なグラフト化技術を使用して、一級アミン基又は二
級アミン基をグラフト化することによって得ることができる。
【００８５】
　一部の実施形態において、有用なアミノ含有ポリマーは、水溶性又は水分散性であるポ
リアミンである。本明細書で使用される場合、「水溶性」という用語は、水に溶解可能な
材料を指す。溶解度は、典型的には、水１ミリリットル当たり少なくとも約０．１グラム
である。本明細書で使用される場合、「水分散性」という用語は、水溶性ではないが、水
に乳化又は懸濁可能な材料を指す。
【００８６】
　連鎖重合により調製される、使用に好適なアミノ含有ポリマーの例としては、ポリビニ
ルアミン、ポリ（Ｎ－メチルビニルアミン）、ポリアリルアミン、ポリアリルメチルアミ
ン、ポリジアリルアミン、ポリ（４－アミノメチルスチレン）、ポリ（４－アミノスチレ
ン）、ポリ（アクリルアミド－ｃｏ－メチルアミノプロピルアクリルアミド）及びポリ（
アクリルアミド－ｃｏ－アミノエチルメタクリレート）が挙げられるが、これらに限定さ
れない。
【００８７】
　逐次重合により調製される、使用に好適なアミノポリマーの例としては、ポリエチレン
イミン、ポリプロピレンイミン、ポリリジン、ポリアミノアミド、ポリジメチルアミン－
エピクロロヒドリン－エチレンジアミン並びにアミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－
（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－トリメトキシシリ
ルプロピル－Ｎ－メチルアミン及びビス（トリメトキシシリルプロピル）アミンなどのモ
ノマーから調製可能ないくつかのポリアミノシロキサンのうちの任意のものが挙げられる
が、これらに限定されない。
【００８８】
　一級又は二級アミノ末端基を有する他の有用なアミノ含有ポリマーとしては、ポリアミ
ドアミン（ＰＡＭＡＭ）及びポリプロピレンイミムから形成されるデンドリマー（超分岐
ポリマー）が挙げられるが、これらに限定されない。ＰＡＭＡＭから形成される例示的な
デンドリマー材料は、商標名「ＳＴＡＲＢＵＲＳＴ（ＰＡＭＡＭ）デンドリマー」（例え
ば、４個の第一級アミノ基を有するＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ０、８個の第一級アミノ基を有
するＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ１、１６個の第一級アミノ基を有するＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ２
、３２個の第一級アミノ基を有するＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ３及び６４個の第一級アミノ基
を有するＧｅｎｅｒａｔｉｏｎ４）でＡｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｍｉｌｗａｕ
ｋｅｅ，ＷＩ）より市販されている。ポリプロピレンアミンから形成されるデンドリマー
材料は、商品名「ＤＡＢ－Ａｍ」でＡｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌより市販されてい
る。例えば、ＤＡＢ－Ａｍ－４は、４個の一級アミノ基を有する世代１のポリプロピレン
イミンテトラアミンデンドリマーであり、ＤＡＢ－Ａｍ－８は、８個の一級アミノ基を有
する世代２のポリプロピレンイミンオクタアミンデンドリマーであり、ＤＡＢ－Ａｍ－１
６は、１６個の一級アミノ基を有する世代３のポリプロピレンイミンヘキサデカアミンで
あり、ＤＡＢ－Ａｍ－３２は、３２個の一級アミノ基を有する世代４のポリプロピレンイ
ミンドトリアコンタアミンデンドリマーであり、またＤＡＢ－Ａｍ－６４は、６４個の一
級アミノ基を有する世代５のポリプロピレンイミンテトラヘキサコンタアミンデンドリマ
ーである。
【００８９】
　バイオポリマーである、使用に好適なアミノ含有ポリマーの例としては、キトサン並び
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にメチルアミノエチルクロリドなどの試薬でグラフト化されるデンプンが挙げられる。
【００９０】
　アミノ含有ポリマーの更に他の例としては、アミノアルキル（メタ）アクリレート、（
メタ）アクリルアミドアルキルアミン、及びジアリルアミンなどのアミノ含有モノマーを
含有するモノマー組成物を用いて調製された、ポリアクリルアミドホモポリマー又はコポ
リマー、並びにアミノ含有ポリアクリレートホモポリマー又はコポリマーが挙げられる。
【００９１】
　いくつかの拭き取り布では、好ましいアミノ含有ポリマーとしては、ポリアミノアミド
、ポリエチレンイミン、ポリビニルアミン、ポリアリルアミン、及びポリジアリルアミン
が挙げられる。
【００９２】
　好適な市販のアミノ含有ポリマーとしては、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ（Ａｌｌｅｎｔｏｗｎ，ＰＡ）から商品名ＡＮＱＵＡＭＩＮＥ（例えば、
ＡＮＱＵＡＭＩＮＥ　３６０、４０１、４１９、４５６、及び７０１）で入手可能なポリ
アミドアミン、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｒｅｓｓｅｌａｅｒ，ＮＹ）から商
品名ＬＵＰＡＳＯＬ（例えば、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＦＧ、ＰＲ　８５１５、Ｗａｔｅｒｆｒ
ｅｅ、Ｐ、及びＰＳ）で入手可能なポリエチレンイミンポリマー、ＥＩＴ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙ（Ｌａｋｅ　Ｗｙｌｉｅ，ＳＣ）から商品名ＣＯＲＣＡＴ　Ｐ－６００で入手可能なも
のなどのポリエチレンイミンポリマー、及び二量化不飽和脂肪酸をアルキレンポリアミン
と反応させることによって形成される樹脂の、商品名ＶＥＲＳＡＭＩＤシリーズでＣｏｇ
ｎｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，ＯＨ）から入手可能なものな
どのポリアミド樹脂が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９３】
　グアニジニル含有ポリマーは、アミノ含有ポリマー前駆体とグアニル化剤との反応によ
って調製することができる。アミノ含有ポリマーの全てのアミノ基をグアニル化剤と反応
させることができるが、多くの場合、グアニジニル含有ポリマー中に残存するアミノ含有
ポリマー前駆体からの未反応のアミノ基が多く存在する。典型的には、アミノ含有ポリマ
ー前駆体中のアミノ基の少なくとも０．１モルパーセント、少なくとも０．５モルパーセ
ント、少なくとも１モルパーセント、少なくとも２モルパーセント、少なくとも１０モル
パーセント、少なくとも２０モルパーセント、又は少なくとも５０モルパーセントが、グ
アニル化剤と反応する。アミノ基の最大１００モルパーセント、最大９０モルパーセント
、最大８０モルパーセント、又は最大６０モルパーセントを、グアニル化剤と反応させる
ことができる。例えば、グアニル化剤は、アミノ含有ポリマー中のアミノ基の０．１～１
００モルパーセント、０．５～９０モルパーセント、１～９０モルパーセント、１～８０
モルパーセント、１～６０モルパーセント、２～５０モルパーセント、２～２５モルパー
セント、又は２～１０モルパーセントを官能化するのに十分な量で使用することができる
。
【００９４】
　アミノ含有ポリマー前駆体との反応のための公知のグアニル化剤としては、シアナミド
、Ｏ－アルキルイソ尿素塩、例えば、Ｏ－メチルイソ尿素硫酸塩、Ｏ－メチルイソ尿素硫
酸水素塩、Ｏ－メチルイソ尿素酢酸塩、Ｏ－エチルイソ尿素硫酸水素塩、及びＯ－エチル
イソ尿素塩酸塩；クロロホルムアミジン塩酸塩；１－アミジノ－１，２，４－トリアゾー
ル塩酸塩；３，５－ジメチルピラゾール－１－カルボキサミジン硝酸塩；ピラゾール－１
－カルボキサミジン塩酸塩；Ｎ－アミジノピラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩；及
びカルボジイミド、例えば、ジシクロヘキシルカルボジイミド、Ｎ－エチル－Ｎ’－（３
－ジメチルアミノプロピル）カルボジイミド、並びにジイソプロピルカルボジイミドが挙
げられるが、これらに限定されない。アミノ含有ポリマーは、また、ＥＤＣ（Ｎ－［３－
（ジメチルアミノ）プロピル］－３－エチルカルボジイミド塩酸塩）又はＥＥＤＱ（２－
エトキシ－１－エトキシカルボニル－１，２－ジヒドロキノリン）などの活性化剤の存在
下で、グアニジノ酢酸及び４－グアニジノ酪酸などのグアニジノ官能性カルボン酸によっ
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てアシル化することもできる。加えて、グアニジニル含有ポリマーは、米国特許第５，７
１２，０２７号（Ａｌｉら）に記載のように、クロロアセトングアニルヒドラゾンによる
アルキル化によって調製することもできる。
【００９５】
　ビグアニド含有ポリマーの調製のためのグアニル化剤としては、ジシアナミドナトリウ
ム、ジシアノジアミド、並びにＮ３－ｐ－クロロフェニル－Ｎ１－シアノグアニジン、Ｎ
３－フェニル－Ｎ１－シアノグアニジン、Ｎ３－α－ナフチル－Ｎ１－シアノグアニジン
、Ｎ３－メチル－Ｎ１－シアノグアニジン、Ｎ３，Ｎ３－ジメチル－Ｎ１－シアノグアニ
ジン、Ｎ３－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ１－シアノグアニジン及びＮ３－ブチル－Ｎ
１－シアノグアニジンなどの置換シアノグアニジンが挙げられる。アルキレン及びアリー
レンビスシアノグアニジンは、鎖延長反応によってビグアナイド官能性ポリマーを調製す
るために利用することができる。シアノグアニジン及びビスシアノグアニジンの調製は、
Ｒｏｓｅ，Ｆ．Ｌ．及びＳｗａｉｎ，Ｇ．Ｊ．Ｃｈｅｍ　Ｓｏｃ，１９５６，ｐｐ．４４
２２～４４２５に詳述されている。その他の有用なグアニル化試薬は、Ａｌａｎ　Ｒ．Ｋ
ａｔｒｉｔｚｋｙ　ｅｔ　ａｌ．，Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｆｕ
ｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ，Ｖｏｌ．６，ｐ．６４
０により記載されている。
【００９６】
　アミノ含有ポリマー前駆体とグアニル化剤との反応によって形成されるグアニジニル含
有ポリマーは、式（ＩＩＩ）のペンダント又はカテナリーグアニジニル基を有する。
【化６】

【００９７】
　式（ＩＩＩ）中、基Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５並びに変数ｍは、上記と同様である。Ｎ（Ｒ
３）基に取り付けた波線は、基を残りのポリマー材料に付着させる位置を示す。ほとんど
の実施形態では、式（ＩＩＩ）の基は、グアニジニル含有ポリマーのペンダント基にある
。
【００９８】
　一部の実施形態において、アミノ含有ポリマー前駆体を反応させて、グアニジニル含有
基に加えて他の配位子又は基を提供することが有利であり得る。例えば、疎水性配位子、
イオン性配位子、又は水素結合配位子を含むことが有用であり得る。これは、微生物で汚
染された表面を拭き取る間に特定の微生物を除去するのに特に有利であり得る。
【００９９】
　追加の配位子は、当該技術分野において周知のアルキル化又はアシル化手順によって、
アミノ含有ポリマーに容易に組み込むことができる。例えば、アミノ含有ポリマーのアミ
ノ基は、ハロゲン化物、スルホネート、及びサルフェート置換反応を使用して、又はエポ
キシド環開反応を使用して反応させることができる。これらの反応に有用なアルキル化剤
としては、例えば、硫酸ジメチル、臭化ブチル、塩化ブチル、臭化ベンジル、臭化ドデシ
ル、２－クロロエタノール、ブロモ酢酸、２－クロロエチルトリメチルアンモニウムクロ
リド、スチレンオキシド、グリシジルヘキサデシルエーテル、グリシジルトリメチルアン
モニウムクロリド、及びグリシジルフェニルエーテルが挙げられる。有用なアシル化剤と
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しては、例えば、塩化ベンゾイル、無水酢酸、無水コハク酸、及びデカノイルクロリドな
どの酸塩化物及び無水物、並びにトリメチルシリルイソシアネート、フェニルイソシアネ
ート、ブチルイソシアネート、及びブチルイソチオシアネートなどのイソシアネートが挙
げられる。このような実施形態では、アミノ含有ポリマーの利用可能なアミノ基の０．１
～２０モルパーセント、好ましくは２～１０モルパーセントが、アルキル化及び／又はア
シル化され得る。
【０１００】
　グアニジニル含有ポリマーは、架橋させることができる。アミノ含有ポリマーは、グア
ニル化剤との反応の前に架橋させることができる。あるいは、グアニジニル含有ポリマー
は、アミノ含有ポリマー前駆体からの残りのアミノ基との、又は、グアニジニル基のいく
つかとの、架橋剤の反応により、架橋させることができる。好適な架橋剤としては、グル
タルアルデヒドなどのビス及びポリアルデヒド、ブタンジオールジグリシジルエーテル及
びエチレングリコールジグリシジルエーテルなどのビス及びポリグリシジルエーテルなど
のアミン反応性化合物、ポリカルボン酸及びそれらの誘導体（例えば酸塩化物）、ポリイ
ソシアネート、ヒドロキシメチル及びアルコキシメチル官能性架橋剤などのホルムアルデ
ヒド系架橋剤、例えば尿素又はメラミンから誘導されるもの、並びに３－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、５，６－エ
ポキシヘキシルトリエトキシシラン、（ｐ－クロロメチル）フェニルトリメトキシシラン
、クロロメチルトリエトキシシラン、３－イソシアネートプロピルトリエトキシシラン及
び３－イソチオシアネートプロピルトリエトキシシランなどのアミン反応性シランが挙げ
られる。
【０１０１】
　他の実施形態では、グアニジニル含有ポリマーは、式（ＩＶ）のものであり、式（ＩＶ
）は式（Ｉ）に対応し、式中、ｎは１に等しい。
【化７】

【０１０２】
　式（ＩＶ）中、基Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２

（ヘテロ）アリール、又はポリマー鎖の残基である。グアニジニル含有基がグアニル化剤
とポリマーの主鎖の一部であるカルボニル基との反応生成物である場合、Ｒ１はポリマー
鎖の残基である。基Ｒ２は、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２（ヘテロ）アルキレン、又はＣ５～
Ｃ１２（ヘテロ）アリーレンである。基Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル
、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。各Ｒ４は、独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１２

（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。基Ｒ５は、水素、Ｃ

１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、又は－Ｎ（Ｒ４

）２－である。変数ｍは、１又は２に等しい。式（Ｉ）における「ポリマー」という用語
は、式－Ｃ（Ｒ１）＝Ｎ－Ｒ２－Ｎ（Ｒ３）－［Ｃ（＝ＮＲ４）－ＮＲ４］ｍＲ５－のｘ
基を除く、グアニジニル含有ポリマーの全ての部分を指す。記号ｘは、少なくとも１に等
しい変数である。
【０１０３】
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　式（ＩＶ）のグアニジニル含有ポリマーは、カルボニル含有ポリマーと、カルボニル基
との反応に好適なグアニル化剤との反応生成物である。式（ＩＶ）のグアニジニル含有ポ
リマーを調製するために前駆体ポリマーとして使用されるカルボニル含有ポリマーは、式
ポリマー－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１によって表すことができる。カルボニル含有ポリマー前駆体は
、典型的には多くの基－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１を有するが、式（ＩＶ）は、議論のみを容易にす
る目的のためのみに示されている。カルボニル基－Ｃ（Ｏ）－Ｒ１は、アルデヒド基（Ｒ
１が水素である場合）又はケトン基（Ｒ１が（ヘテロ）アルキル又は（ヘテロ）アリール
である場合）である。カルボニル基は、ポリマー主鎖の一部又はポリマー主鎖からのペン
ダント基の一部であり得るが、典型的にはペンダント基である。
【０１０４】
　一部の実施形態において、カルボニル含有ポリマーは、カルボニル基、好ましくはケト
ン基を有するエチレン性不飽和モノマーを含むモノマー組成物の重合生成物である。カル
ボニル基を有する好適なモノマーとしては、アクロレイン、ビニルメチルケトン、ビニル
エチルケトン、ビニルイソブチルケトン、イソプロペニルメチルケトン、ビニルフェニル
ケトン、ジアセトン（メタ）アクリルアミド、アセトニルアクリレート、及びアセトアセ
トキシエチル（メタ）アクリレートが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１０５】
　他の実施形態において、カルボニル含有ポリマーは、一酸化炭素と１つ以上のエチレン
性不飽和モノマーとを含むモノマー組成物の重合生成物である（すなわち、カルボニル含
有ポリマーは、一酸化炭素コポリマーである）。一酸化炭素含有コポリマーの例は、Ｄｕ
Ｐｏｎｔ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ）からのＥＬＶＡＬＯＹ　７４１、エチ
レン／酢酸ビニル／一酸化炭素のターポリマーである。
【０１０６】
　カルボニル基（例えば、ケトン基）を有する一酸化炭素及び／又はエチレン性不飽和モ
ノマーに加えて、そのカルボニル含有ポリマーを形成するために使用されるモノマー組成
物は、任意選択的にエチレン性不飽和親水性モノマー単位を更に含むことができる。本明
細書で使用される場合、「親水性モノマー」は、曇点に到達することなく、少なくとも１
重量パーセント、好ましくは少なくとも５重量パーセントの水混和性（モノマー中の水）
を有する重合性モノマーであり、配位子基への生物学的物質の結合に干渉する官能基を含
有しない。カルボニル含有ポリマーは、例えば、モノマー組成物中に、０～９０重量パー
セントの親水性モノマーを含むことができる。存在する場合、親水性モノマーは、モノマ
ー組成物の総重量に基づいて、１～９０重量パーセント、１～７５重量パーセント、１～
５０重量パーセント、１～２５重量パーセント、又は１～１０重量パーセントの範囲の量
で存在し得る。
【０１０７】
　親水性モノマーの親水性基は中性であってもよく、正電荷、負電荷、又はこれらの組み
合わせを有してもよい。イオン性基を有する親水性モノマーは、ｐＨ条件に応じて中性で
あり得るか、又は帯電し得る。親水性モノマーは、典型的には、炭素含有ポリマーに所望
の親水性（すなわち、水溶性又は分散性）を付与するために使用される。負に帯電してい
る親水性モノマーは、これがグアニジル基の結合相互作用を妨害しない程度に十分に少量
である限り、含まれてもよい。
【０１０８】
　正電荷を提供することができるいくつかの例示的な親水性モノマーは、式（Ｖ）のアミ
ノ（メタ）アクリレート又はアミノ（メタ）アクリルアミド、若しくはそれらの四級アン
モニウム塩である。四級アンモニウム塩の対イオンは、多くの場合、ハロゲン化物、硫酸
塩、リン酸塩、硝酸塩などである。
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【化８】

【０１０９】
　式（Ｖ）において、Ｘ基はオキシ（すなわち、－Ｏ－）又は－ＮＲ３－であり、式中、
Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール
である。Ｒ６基は、Ｃ２～Ｃ１０アルキレン、好ましくはＣ２～Ｃ６アルキレンである。
Ｒ７基は、独立して、水素又はメチルである。各Ｒ８は、独立して、水素、アルキル、ヒ
ドロキシアルキル（すなわち、ヒドロキシで置換されたアルキル）、又はアミノアルキル
（すなわち、アミノで置換されたアルキル）である。あるいは、それらが結合している窒
素原子と一緒になった２つのＲ８基は、芳香族、部分的に不飽和（すなわち、不飽和であ
るが芳香族ではない）、又は飽和である複素環式基を形成してもよく、複素環式基は、芳
香族（例えば、ベンゼン）、部分的に不飽和（例えば、シクロヘキセン）、又は飽和（例
えば、シクロヘキサン）である第２の環に任意選択的に縮合することができる。
【０１１０】
　式（Ｖ）に関して、図示したエチレン性不飽和（メタ）アクリロイル基（ＣＨ２＝Ｃ（
Ｒ７）－Ｃ（Ｏ）－基）が、ビニル、ビニルオキシ、アリル、アリルオキシ、及びアセチ
レニルなどの反応性の低減された別のエチレン性不飽和基によって置き換え得ることが理
解されるであろう。
【０１１１】
　式（Ｖ）の一部の実施形態において、両方のＲ８基は、水素である。他の実施形態にお
いて、１つのＲ８基は水素であり、他方は、１～１０個、１～６個、又は１～４個の炭素
原子を有するアルキルである。更に他の実施形態において、Ｒ８基のうちの少なくとも１
つは、１～１０個、１～６個、又は１～４個の炭素原子を有するヒドロキシアルキル又は
アミノアルキルであり、ヒドロキシ基又はアミノ基は、アルキル基の炭素原子のいずれか
に位置付けられている。更に他の実施形態において、Ｒ８基は、これらの基が結合してい
る窒素原子と共に、複素環式基を形成する。複素環式基は少なくとも１つの窒素原子を含
み、他のへテロ原子、例えば酸素又は硫黄などを含み得る。例示的な複素環式基としては
、イミダゾリルが挙げられるが、これに限定されない。複素環式基は、ベンゼン、シクロ
ヘキセン、又はシクロヘキサンなどの追加の環に融合され得る。追加の環に融合した例示
的な複素環式基としては、ベンゾイミダゾリルが挙げられるが、これに限定されない。
【０１１２】
　例示的なアミノアクリレート（すなわち、式（Ｖ）における「Ｘ」がオキシである）と
しては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアミノプロピル（メ
タ）アクリレートなどのＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレートが挙げ
られる。
【０１１３】
　例示的なアミノ（メタ）アクリルアミド（すなわち、式（Ｖ）における「Ｘ」が－ＮＲ
３－である）としては、例えば、Ｎ－（３－アミノプロピル）メタクリルアミド、Ｎ－（
３－アミノプロピル）アクリルアミド、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル］メタク
リルアミド、Ｎ－［３－（ジメチルアミノ）プロピル１］アクリルアミド、Ｎ－（３－イ
ミダゾリルプロピル）メタクリルアミド、Ｎ－（３－イミダゾリルプロピル）アクリルア
ミド、Ｎ－（２－イミダゾリルエチル）メタクリルアミド、Ｎ－（１，１－ジメチル－３
－イミダゾリルプロピル）メタクリルアミド、Ｎ－（１，１－ジメチル－３－イミダゾリ
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ルプロピル）アクリルアミド、Ｎ－（３－ベンゾイミダゾリルプロピル）アクリルアミド
、及びＮ－（３－ベンゾイミダゾリルプロピル）メタクリルアミドが挙げられる。
【０１１４】
　式（Ｖ）のモノマーの例示的な四級塩としては、（メタ）アクリルアミドアルキルトリ
メチルアンモニウム塩（例えば、３－メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム
クロライド及び３－アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド）及び（
メタ）アクリルオキシアルキルトリメチルアンモニウム塩（例えば、２－アクリルオキシ
エチルトリメチルアンモニウムクロライド、２－メタクリルオキシエチルトリメチルアン
モニウムクロライド、３－メタクリルオキシ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモ
ニウムクロライド、３－アクリルオキシ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウ
ムクロライド、及び２－アクリルオキシエチルトリメチルアンモニウムメチルサルフェー
ト）が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１１５】
　ポリマーに正に帯電した基を提供することができる他のモノマーとしては、アルケニル
アズラクトンのジアルキルアミノアルキルアミン付加物（例えば、ビニルジメチルアズラ
クトンの２－（ジエチルアミノ）エチルアミン、（２－アミノエチル）トリメチルアンモ
ニウムクロリド、及び３－（ジメチルアミノ）プロピルアミン付加物）並びにジアリルア
ミンモノマー（例えば、ジアリルアンモニウムクロリド及びジアリルジメチルアンモニウ
ムクロリド）が挙げられる。
【０１１６】
　一部の好ましい実施形態において、任意選択の親水性モノマーは、（メタ）アクリロイ
ル基及びポリ（アルキレンオキシド）基などのエチレン性不飽和基を有し得る。例えば、
親水性モノマーは、ポリ（アルキレンオキシド）モノ（メタ）アクリレート化合物であっ
てもよく、末端はヒドロキシ基、又はアルキルエーテル基である。このようなモノマーは
、以下の一般式（ＶＩ）のものである。
　Ｒ９－Ｏ－（ＣＨ（Ｒ９）－ＣＨ２－Ｏ）ｐ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒ９）＝ＣＨ２

　　　　　　　　　　　　　　　（ＶＩ）
【０１１７】
　式（ＶＩ）中、各Ｒ９は、独立して、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルである。変数ｐは、
少なくとも２、例えば２～１００、２～５０、２～２０、又は２～１０などである。
【０１１８】
　一実施形態において、ポリ（アルキレンオキシド）基（（ＣＨ（Ｒ９）－ＣＨ２－Ｏ）

ｐ－として示される）は、ポリ（エチレンオキシド）である。別の実施形態において、ポ
リ（アルキレンオキシド）基は、ポリ（エチレンオキシド－コプロピレンオキサイド）で
ある。このようなコポリマーは、ブロックコポリマー、ランダムコポリマー、又はグラジ
エントコポリマーであってもよい。
【０１１９】
　好適な親水性モノマーの他の代表的な例としては、アクリル酸；メタクリル酸；２－ア
クリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸；２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート；Ｎ－ビニルピロリドン；Ｎ－ビニルカプロラクタム；アクリルアミド；モノ
－又はジ－Ｎ－アルキル置換アクリルアミド；ｔ－ブチルアクリルアミド；ジメチルアク
リルアミド；Ｎ－オクチルアクリルアミド；ポリ（アルコキシアルキル）（メタ）アクリ
レート、例えば２－（２－エトキシエトキシ）エチル（メタ）アクリレート、２－エトキ
シエチル（メタ）アクリレート、２－メトキシエトキシエチル（メタ）アクリレート、２
－メトキシエチルメタクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレートな
ど；アルキルビニルエーテル、例えばビニルメチルエーテルなど；並びにこれらの混合物
が挙げられるが、これらに限定されない。好ましい親水性モノマーとしては、ジメチルア
クリルアミド、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、及びＮ－ビニルピロリリジ
ノンからなる群から選択されるものが挙げられる。
【０１２０】
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　一部の実施形態において、カルボニル含有ポリマーを形成するために使用されるモノマ
ー組成物は、任意選択的に、疎水性モノマーを含むことができる。本明細書で使用される
場合、「疎水性モノマー」という用語は、１重量パーセント未満の水混和性（モノマー中
の水）を有するモノマーを指す。疎水性モノマーは、グアニジニル含有モノマーポリマー
の結合性能及び／又はグアニジニル含有ポリマーの水分散性に悪影響を及ぼさない量で使
用することができる。存在する場合、疎水性モノマーは、典型的には、モノマー組成物中
のモノマーの総重量に基づいて、１～２０重量パーセント、１～１０重量パーセント、又
は１～５重量パーセントの範囲の量で存在する。
【０１２１】
　疎水性モノマーの有用なクラスとしては、アルキルアクリレートエステル及びアミドが
挙げられ、例えば、Ｃ１～Ｃ３０アルキル基を含有するアルキルエステルの直鎖、環状、
及び分岐鎖異性体、並びにＣ１～Ｃ３０アルキル基を含有するモノ－又はジアルキルアク
リルアミドである。アルキルアクリレートエステルの有用な具体例としては、メチルアク
リレート、エチルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、
イソアミルアクリレート、ｎ－ヘキシルアクリレート、ｎ－ヘプチルアクリレート、イソ
ボルニルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート、イソ－オクチルアクリレート、２－
エチルヘキシルアクリレート、イソ－ノニルアクリレート、デシルアクリレート、ウンデ
シルアクリレート、ドデシルアクリレート、ラウリルアクリレート、トリデシルアクリレ
ート、及びテトラデシルアクリレートが挙げられる。アルキルアクリルアミドの有用な具
体例としては、使用することができるペンチル、ヘキシル、ヘプチル、イソボルニル、オ
クチル、２－エチルヘキシル、イソ－ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシル、トリデシ
ル、及びテトラデシル基を有するモノ－及びジアクリルアミドが挙げられる。対応するメ
タクリレートエステルを使用してもよい。
【０１２２】
　更に、疎水性モノマーの追加の有用なクラスとしては、ビニルアセテート、スチレン、
及びアルキルビニルエーテルなどのビニルモノマー、並びに無水マレイン酸が挙げられる
。
【０１２３】
　カルボニル含有ポリマーを形成するために使用されるモノマー組成物は、典型的には、
フリーラジカル開始剤と組み合わされて、重合生成物を形成する。任意の好適なフリーラ
ジカル開始剤を用いることができる。開始剤は、典型的には、モノマー組成物中のモノマ
ーの総重量に基づいて、０．０１～５重量パーセントの範囲、０．０１～２重量パーセン
トの範囲、０．０１～１重量パーセントの範囲、又は０．０１～０．５重量パーセントの
範囲の量で存在する。
【０１２４】
　一部の実施形態において、熱開始剤を使用してもよい。熱開始剤は、使用される特定の
重合方法に応じて、水溶性又は水不溶性（すなわち、油溶性）とすることができる。好適
な水溶性開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、及
びこれらの混合物などの過硫酸塩、過硫酸塩と、メタ重亜硫酸塩（例えば、メタ重亜硫酸
ナトリウム）又は重硫酸塩（例えば、重硫酸ナトリウム）などの還元剤との反応生成物な
どの酸化還元開始剤、又は４，４’－アゾビス（４－シアノペンタン酸）及びその可溶性
塩（例えば、ナトリウム、カリウム）が挙げられるが、これらに限定されない。好適な油
溶性開始剤としては、２，２’－アゾビス（２－メチルブタンニトリル）であるＶＡＺＯ
６７、２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）であるＶＡＺＯ６４、及び（２，２’
－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル）であるＶＡＺＯ５２をはじめとする、
ＤｕＰｏｎｔ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ）から商品名ＶＡＺＯで市販されて
いるものなどの様々なアゾ化合物、並びにベンゾイルパーオキサイド、シクロヘキサンパ
ーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド、及びこれらの混合物などの様々なパーオキサ
イドが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２５】
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　多くの実施形態において、光開始剤が使用され得る。いくつかの例示的な光開始剤は、
ベンゾインエーテル（例えば、ベンゾインメチルエーテル若しくはベンゾインイソプロピ
ルエーテル）又は置換ベンゾインエーテル（例えば、アニソインメチルエーテル）である
。他の光開始剤の例は、２，２－ジエトキシアセトフェノン又は２，２－ジメトキシ－２
－フェニルアセトフェノン（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ，
ＵＳＡ）から商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１で市販されているか、又はＳａｒｔｏｍｅ
ｒ（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ，ＵＳＡ）から商品名ＥＳＡＣＵＲＥ　ＫＢ－１で市販されている
）などの置換アセトフェノンである。更に他の例示的な光開始剤は、２－メチル－２－ヒ
ドロキシプロピオフェノンなどの置換α－ケトール、２－ナフタレンスルホニルクロリド
などの芳香族スルホニルクロリド、及び、１－フェニル－１，２－プロパンジオン－２－
（Ｏ－エトキシカルボニル）オキシムなどの光活性オキシムである。他の好適な光開始剤
としては、例えば、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　
１８４）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキシド（Ｉ
ＲＧＡＣＵＲＥ　８１９）、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９）、２－
ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン（ＩＲＧＡＣ
ＵＲＥ　３６９）、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリノ
プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７）、及び２－ヒドロキシ－２－メチル－
１－フェニルプロパン－１－オン（ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３）が挙げられる。
【０１２６】
　式（ＩＶ）によるグアニジニル含有ポリマーは、多くの場合、カルボニル含有ポリマー
前駆体と式（ＶＩＩ）のグアニル化剤との反応生成物である。
【化９】

【０１２７】
　式（ＶＩＩ）中、Ｒ２基は、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２（ヘテロ）アルキレン、又はＣ５

～Ｃ１２（ヘテロ）アリーレンである。Ｒ３基は、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキ
ル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。各Ｒ４は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ

１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリールである。Ｒ５基は、Ｈ、
Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、若しくはＮ（
Ｒ４）２である。変数ｍは、１又は２に等しい。
【０１２８】
　説明を容易にするために、カルボニル含有ポリマーは、式ポリマー－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１

によって表すことができる。カルボニル基は、主鎖中又はペンダント基に存在し得るが、
通常はペンダント基中にある。式（ＶＩＩ）のグアニル化剤と反応させると、カルボニル
含有ポリマー中のカルボニル基は、グアニル化剤の末端アミン基と縮合反応する。グアニ
ジニル含有ポリマーは、典型的には、式（ＶＩＩＩ）のグアニジニル含有ペンダント基を
有する。
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【化１０】

【０１２９】
　基Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、及びＲ５は、上記の式（ＶＩＩ）についてと同一である。式（Ｖ
ＩＩＩ）における式の基は、式（ＶＩＩ）の配位子化合物の末端アミンとカルボニル含有
ポリマーのカルボニル基との間に形成される結合である。

【化１１】

　波線は、ポリマーの残りの部分への共有結合を介した基の結合部位を示す。基Ｒ１は、
水素（カルボニル基がアルデヒド基である場合）、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル（カ
ルボニル基がケトン基であり、ケトン基がペンダント基の一部である場合）、又はＣ５～
Ｃ１２（ヘテロ）アリール（カルボニル基がケトン基であり、ケトン基がペンダント基の
一部である場合）、又はポリマー鎖の残基（カルボニル基がカルボニル含有ポリマーの主
鎖中の基である場合）である。ほとんどの実施形態において、式（ＶＩＩＩ）の基は、グ
アニジニル含有ポリマーのペンダント基の一部である。
【０１３０】
　他の実施形態において、イミン連結基（～～Ｃ（Ｒ１）＝Ｎ－）がアミン連結基（～～
ＣＨ（Ｒ１）－ＮＨ－）に還元されたグアニジル含有ポリマーを調製することもできる。
これは、存在する配位子官能性ポリマーを、シアノ水素化ホウ素ナトリウムなどの還元剤
で処理することによって実施されてもよく、又は還元は、還元剤をカルボニル官能性（コ
）ポリマーと式Ｖの化合物との反応混合物に添加することによって、ｉｎ　ｓｉｔｕで実
施されてもよい。
【０１３１】
　多くの実施形態において、カルボニル含有ポリマーのカルボニル基の一部が全てではな
いが、式（ＶＩＩ）のグアニル化剤と反応する。典型的には、カルボニル含有ポリマー前
駆体中のカルボニル基の少なくとも０．１モルパーセント、少なくとも０．５モルパーセ
ント、少なくとも１モルパーセント、少なくとも２モルパーセント、少なくとも１０モル
パーセント、少なくとも２０モルパーセント、又は少なくとも５０モルパーセントが、グ
アニル化剤と反応する。カルボニル基の最大１００モルパーセント、最大９０モルパーセ
ント、最大８０モルパーセント、又は最大６０モルパーセントを、グアニル化剤と反応さ
せることができる。例えば、グアニル化剤は、カルボニル含有ポリマー中のカルボニル基
の０．１～１００モルパーセント、０．５～１００モルパーセント、１～９０モルパーセ
ント、１～８０モルパーセント、１～６０モルパーセント、２～５０モルパーセント、２
～２５モルパーセント、又は２～１０モルパーセントを官能化するのに十分な量で使用す
ることができる。
【０１３２】
　グアニジニル含有ポリマーは、架橋させることができる。一部の実施形態において、カ
ルボニル含有ポリマーは、グアニル化剤と反応する前に架橋される。カルボニル含有ポリ
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マーは、カルボニル含有ポリマーを形成するために使用されるモノマー組成物中の架橋モ
ノマーの添加、又は、予め形成されたカルボニル含有ポリマーのカルボニル基の一部と好
適な架橋剤との反応のいずれかによって架橋することができる。他の実施形態において、
架橋は、カルボニル含有ポリマーとグアニル化剤との反応後に生じ得る。この実施形態に
おいて、架橋は、残りのカルボニル基（グアニジニル含有ポリマーの形成プロセスにおい
て反応しなかったカルボン含有ポリマー前駆体中のカルボニル基）の一部と好適な架橋剤
との反応によって、又はグアニジニル基の一部と架橋剤との反応によって生じ得る。
【０１３３】
　カルボニル含有ポリマーを形成するためにモノマー組成物中で使用するのに好適な架橋
モノマーとしては、Ｎ，Ｎ’－（ヘテロ）アルキレンビス（メタ）アクリルアミドが挙げ
られるが、これらに限定されない。これらの架橋モノマーは、１つのポリマー鎖を別のポ
リマー鎖と架橋させるように反応し得るか、又はポリマー鎖の１つの部分を同じポリマー
鎖の別の部分と架橋させることができる、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を有
する。好適なＮ，Ｎ’－アルキレンビス（メタ）アクリルアミド架橋モノマーとしては、
１～１０個、１～８個、１～６個、又は１～４個の炭素原子を有するアルキレン基を有す
るもの、例えば、Ｎ，Ｎ’－メチレンビスアクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－メチレンビスメタ
クリルアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスアクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスメタク
リルアミド、Ｎ，Ｎ’－プロピレンビスアクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－プロピレンビスメタ
クリルアミド、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビスアクリルアミド、及びＮ，Ｎ’－ヘキサメ
チレンビスメタクリルアミドが挙げられるが、これらに限定されない。好適なＮ，Ｎ’－
ヘテロアルキレンビス（メタ）アクリルアミド架橋モノマーとしては、Ｎ，Ｎ’－システ
アミンビスアクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－ピペラジビスアクリルアミド、及びＮ，Ｎ’－ピ
ペラジンビスメタクリルアミドが挙げられるが、これらに限定されない。これらの架橋モ
ノマーは、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）及びＰｏｌｙｓｃ
ｉｅｎｃｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｗａｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＰＡ）などの様々な供給元から市販さ
れている。あるいは、これらの架橋モノマーは、例えば、Ｒａｓｍｕｓｓｅｎ，ｅｔ　ａ
ｌ．，Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ，１６，１９９－２１２（１９９１／１９９
２）などの当該技術分野において記載の手順によって合成することができる。
【０１３４】
　カルボニル含有ポリマー前駆体のカルボニル基又はグアニジニル含有ポリマーの残りの
カルボニル基との反応に好適な架橋剤としては、２つ以上のアミン、ヒドラジン、ヒドラ
ジド、又はＯ－置換ヒドロキシルアミン部分を含む分子が挙げられる。ポリアミン（２つ
以上のアミン基を有する化合物）架橋剤の具体例としては、１，２－エタンジアミン、１
，２－プロパンジアミン、１，３－プロパンジアミン、１，６－ヘキサンジアミン、トリ
ス－（２－アミノエチル）アミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラアミン、
テトラエチレンペンタアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）ピペラジン、Ｎ－
（２－アミノエチル）ピペラジン、ポリエチレンイミン、ポリアリルアミンなどが挙げら
れる。ポリヒドラジン（２つ以上のヒドラジン基を有する化合物）の具体例としては、１
，１’－エチレンビッシュドラジン、１，１’－プロピレンビスヒドラジン、１，１’－
エチレンビス（１－シクロヘキシルヒドラジン）、１，１’－デカメチレンビス（１－ｎ
－ブチルヒドラジン）などが挙げられる。有用なポリヒドラジド（２つ以上のヒドラジド
基を有する化合物）の具体例としては、コハク酸ジヒドラジド、アジピン酸ジヒドラジド
、テレフタル酸ジヒドラジド、１，３－ジアミノグアニジンなどが挙げられる。ポリヒド
ロキシアミン（２つ以上のＯ－置換ヒドロキシルアミン基を有する化合物）の具体例とし
ては、Ｏ，Ｏ’－エチレンビスヒドロキシルアミン（１，２－ビスアミノキシエタン）、
１，６－ビスアミノキシヘキサンなどが挙げられる。あるいは、アミン、ヒドラジン、ヒ
ドラジド、又はＯ－置換ヒドロキシルアミン部分から選択される２つ以上の異なる部分を
含む架橋剤を使用することもできる。
【０１３５】
　グアニジニル含有ポリマーのグアニジニル基との反応に好適な架橋剤としては、グルタ
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ルアルデヒドなどのビス及びポリアルデヒド、ブタンジオールジグリシジルエーテル及び
エチレングリコールジグリシジルエーテルなどのビス－及びポリエポキシドなどのアミン
反応性化合物、ポリカルボン酸及びそれらの誘導体（例えば、酸塩化物）、ポリイソシア
ネート、ヒドロキシメチル及びアルコキシメチル官能性架橋剤などのホルムアルデヒド系
架橋剤、例えば尿素又はメラミンから誘導されるものが挙げられる。
【０１３６】
　前駆体ポリマーをグアニル化剤と反応させてグアニジニル含有ポリマーを調製するので
はなく、グアニジニル含有モノマーのフリーラジカル重合によってグアニジニル含有ポリ
マーを調製することができ、このモノマーはエチレン性不飽和基及びグアニジニル含有基
を有するモノマーを指す。例示的なグアニジニル含有モノマーは、式（ＩＸ）及び（Ｘ）
のものである。
【化１２】

　式（ＩＸ）及び（Ｘ）において、Ｒ１は、水素、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、又はＣ５～Ｃ

１２（ヘテロ）アリールである。基Ｒ２は、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、Ｃ５～
Ｃ１２（ヘテロ）アリーレン、式の二価の基

【化１３】

　又は式の二価の基
【化１４】

　である。
　基Ｒ１０は、Ｃ２～Ｃ１２アルキレン、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリーレンである
。各Ｒ３は、独立して、水素、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、又はＣ５～Ｃ１２

（ヘテロ）アリールである。Ｒ３は、好ましくは、水素、又はＣ１～Ｃ４アルキルである
。基Ｒ４は、水素、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、又は－Ｎ
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（Ｒ３）２である。好ましくは、Ｒ４は、水素又はＣ１～Ｃ４アルキルである。基Ｘは、
オキシ又は－ＮＲ３－である。基Ｒ６は、Ｃ２～Ｃ１２アルキレンである。基Ｒ７は、水
素又はＣＨ３である。
【０１３７】
　式（ＩＸ）及び（Ｘ）のモノマーは、例えば、カルボニル含有モノマーと式（ＶＩＩ）
のグアニル化剤との縮合反応によって形成することができる。例示的なカルボニル含有モ
ノマーとしては、アクロレイン、ビニルメチルケトン、ビニルエチルケトン、ビニルイソ
ブチルケトン、イソプロペニルメチルケトン、ビニルフェニルケトン、ジアセトン（メタ
）アクリルアミド、アセトニルアクリレート、及びアセトアセトキシエチル（メタ）アク
リレートが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１３８】
　式（ＩＸ）又は（Ｘ）のモノマーを反応させてホモポリマーを形成してもよく、又は上
記親水性モノマーのいずれかなどの他のエチレン性不飽和モノマーと共重合させることが
できる。カルボニル含有ポリマーの調製における上記のものなどのフリーラジカル開始剤
を使用することができる。この反応は、国際特許公開第２０１１／１０３１０６（Ａ１）
号（Ｒａｓｍｕｓｓｅｎら）に更に記載されている。
【０１３９】
　式（Ｘ）又は（ＸＩ）のモノマーから形成されるグアニジニル含有ポリマーは、典型的
には、モノマー組成物に架橋モノマーを添加することによって架橋される。好適な架橋モ
ノマーとしては、Ｎ，Ｎ’－アルキレンビス（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－ヘテロ
アルキレンビス（メタ）アクリルアミド、又はこれらの組み合わせが挙げられる。より具
体的な架橋剤は、カルボニル含有ポリマーの調製のためのモノマー組成物中で使用するた
めの上記と同じものである。あるいは、グアニジニル含有ポリマーは、架橋モノマーなし
で形成することができ、グアニジニル基は、上記の架橋剤と反応させることができる。
【０１４０】
　グアニジニル含有ポリマーは、任意の好適な方法又は手段を使用して基材に結合させる
ことができる。一部の実施形態において、グアニジニル含有ポリマーは、基材にグラフト
（すなわち、共有結合）される。他の実施形態において、グアニジニル含有ポリマーは、
架橋前に基材と接触し、基材の存在下で架橋される。基材が繊維を含む（例えば、基材が
織布又は不織布を含む）場合、架橋グアニジニル含有ポリマーは、繊維を取り囲むことが
できる。繊維及び架橋グアニジニル含有ポリマーは、剥離若しくは溶解などの技術によっ
て又は拭き取り布を破壊することのない任意の他の技術によって分離が不可能であるよう
に混ざり合うことができる。
【０１４１】
　グアニジニル含有ポリマーを含むカチオン性コーティング組成物を、基材に適用する。
コーティング方法としては、ディップ、スプレー、ナイフ、バー、スロット、スライド、
ダイ、ロール、及びグラビアコーティングなど、一般的に公知の技術が挙げられる。カチ
オン性コーティングは、基材の表面上に配置されてもよく、又は基材全体にわたって分散
されてもよい。例えば、カチオン性コーティング組成物を、基材の表面に適用することが
できる。基材の多孔性、カチオン性コーティング組成物の粘度、及びカチオン性コーティ
ング組成物の基材の相対体積に応じて、カチオン性コーティング組成物の少なくとも一部
は基材に浸透することができる。一部の実施例において、カチオン性コーティングは、基
材がカチオン性コーティング組成物に浸漬又は被覆されるように、基材上に注液すること
ができる。カチオン性コーティング組成物は、多くの場合、水、極性有機溶媒などの有機
溶媒（例えば、水と混和性である極性）、又はこれらの混合物を含む。加えて、カチオン
性コーティング組成物は、グアニジニル含有ポリマーのための架橋剤を含み得る。基材に
グアニジニル含有ポリマーを結合するために使用される化学物質に応じて、グアニジニル
含有ポリマーを基材にグラフト化又は付着させるための化合物をカチオン性コーティング
組成物中に含めることができる。基材に適用した後、カチオン性コーティング組成物を乾
燥させて、液体又は液体の任意の所望の部分を除去することができる。一部の実施形態に
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おいて、液体を除去するための乾燥は、蒸発によって達成される。
【０１４２】
　一部の実施形態において、カチオン性コーティング組成物は、グアニジニル含有ポリマ
ーの前駆体ポリマーを最初に適用し、続いてグアニル化剤を適用することによって、基材
に適用される。例えば、アミノ含有ポリマー前駆体又はカルボニル含有ポリマー前駆体を
、第１のコーティング組成物中の基材に適用することができる。次いで、グアニル化剤を
含む第２のコーティング組成物を適用することができる。架橋剤は、第１のコーティング
組成物中に前駆体ポリマーと共に、第２のコーティング組成物中にグアニル化剤と共に、
又は第３のコーティング組成物中に添加することができる。コーティング組成物のいずれ
かは、グアニジニル含有ポリマーを基材にグラフト化するための任意選択の化合物を含む
ことができる。
【０１４３】
　他の実施形態において、グアニジニル含有ポリマーは、基材に適用される。グアニジニ
ル含有ポリマーを含有するコーティング組成物は、架橋剤、任意選択のグラフト化合物、
又はこれらの混合物を更に含むことができる。あるいは、架橋剤及び／又は任意選択のグ
ラフト剤を、第２のコーティング組成物中に添加することができる。
【０１４４】
　一部の基材は、ハロゲン化物基、エポキシ基、エステル基、又はイソシアネート基など
のアミン反応性官能基を有する。これらのアミン反応性基は、グアニジニル含有ポリマー
のアミノ基と反応し得る。アミノ基は、グアニジニル基の一部であり得る（末端アミノ基
など）か、又はグアニジニル含有ポリマー中に存在する任意の他のアミノ基であり得る。
例えば、グアニジニル含有ポリマーがアミノ含有ポリマー前駆体から形成された場合、グ
アニジニル含有ポリマーの主鎖中にアミノ基が存在し得る。
【０１４５】
　基材上のアミン反応性官能基は、基材を形成するために使用されるポリマー材料の一部
であってもよく、又は当該技術分野において公知の技術のいずれかによって提供されても
よい。一実施形態において、基材は、アミン反応性官能基を有するポリマーを含有するプ
ライマー層を有し得る。すなわち、基材は、下地ポリマー層とプライマー層とを含む。プ
ライマー層に使用される特に有用なポリマーは、米国特許第７，１０１，６２１号（Ｈａ
ｄｄａｄら）に記載されているものなどのアズラクトン官能性ポリマーである。このよう
なプライマー層コーティングは、典型的には親水性であり、カチオン性コーティング組成
物と適合性がある。プライマー層に有用なコーティング技術としては、アミン反応性官能
基を有する、任意選択的に架橋剤を更に含むポリマーの溶液又は分散液を、基材上に適用
することを含む。コーティング方法としては、ディップ、スプレー、ナイフ、バー、スロ
ット、スライド、ダイ、ロール、及びグラビアコーティングなど、一般的に公知の技術が
挙げられる。適用工程は、一般的に、溶媒を蒸発させてポリマーコーティングを形成する
ことに続く。
【０１４６】
　一部の実施形態において、アミン反応性官能基を有するポリマーは、フリーラジカル重
合性基とグアニジニル含有ポリマーと反応性の第２の官能基とを有するモノマーの電離放
射線開始グラフト重合によって、基材の表面にグラフトされ得る。アミン反応性官能基を
有する１つのこのようなポリマーは、米国特許第８，５５１，８９４号（Ｓｅｓｈａｄｒ
ｉら）に記載されている。好適なモノマーとしては、例えば、アズラクトン官能性モノマ
ー、イソシアナトエチル（メタ）アクリレート、及びグリシジル（メタ）アクリレートが
挙げられる。他の好適なモノマーとしては、例えば、米国特許第８，３７７，６７２号（
Ｒａｍｕｓｓｅｎら）に記載されているようなカルボニル基を有するものが挙げられる。
モノマーは、電離放射線、好ましくは電子ビーム又はガンマ線に曝露されたときに、基材
の表面にグラフト化（すなわち、共有結合を形成）することができる。すなわち、電離放
射線の存在下でのモノマーのエチレン性不飽和基（例えば、（メタ）アクリロイル基）と
基材の表面との反応により、エチレン性不飽和基を介して基材へのグラフト化が生じる。



(34) JP 2020-514405 A 2020.5.21

10

20

30

40

50

【０１４７】
　いくつかの基材は、アミンなどのカルボニル反応性基を有する。これらのカルボニル反
応性基は、グアニル化剤と反応する前にカルボニル含有ポリマー前駆体と反応することが
できるか、又はグアニル化剤との反応後にグアニジニル含有ポリマー中の任意の残留カル
ボニル基と反応することができる。
【０１４８】
　基材上のカルボニル反応性官能基は、基材を形成するために使用されるポリマー材料の
一部であってもよく、又は当該技術分野において公知の技術のいずれかによって提供され
てもよい。一部の実施形態において、カルボニル反応性基は、フリーラジカル重合性基と
、カルボニル含有前駆体のカルボニル基又はグアニル化剤との反応後のグアニジニル含有
ポリマー中の任意の残留カルボニル基のいずれかと反応することができる第２の基とを有
するモノマーの電離放射線開始グラフト重合によって、基材の表面にグラフトされ得る。
このようなモノマーは、Ｒ８が水素である式（Ｖ）のものなどの様々なアミノ含有モノマ
ーである。
【０１４９】
　グアニジニル含有ポリマーを基材に結合する別の方法では、ベンゾフェノン又はアセト
フェノンなどの化合物を、カルボニル含有前駆体を形成するために使用されるモノマー組
成物に添加することができる。紫外線に曝露すると、ベンゾフェノン又はアセトフェノン
は、基材のポリマー材料から水素原子を引き抜くことができる。この引き抜きにより、基
材のポリマー材料上にフリーラジカル部位が形成される。次いで、モノマーは、フリーラ
ジカル部位と相互作用し、基材上にグラフト重合される。次いで、共有結合カルボニル含
有ポリマーをグアニル化剤で処理して、グアニジニル含有ポリマーを形成することができ
る。
【０１５０】
　グアニジニル含有ポリマーの基材への結合は、機械的安定性、熱安定性、多孔性、及び
可撓性などの基材の望ましい特徴の多くを保持しながら、様々な微生物に対して強化され
た親和性を提供する。拭き取り布は、典型的には、拭き取り布の総重量に基づいて、０．
１～１０重量パーセントの範囲、０．１重量パーセント～５重量パーセントの範囲、０．
１～３重量パーセントの範囲、０．１～２の範囲、又は０．１重量～１重量パーセントの
範囲の量の結合されたグアニジニル含有ポリマーを含有する。
【０１５１】
　グアニジニル含有ポリマーに関する更なる詳細は、例えば、国際特許公開第２０１１／
１０３１０６号、同第２０１１／１０９１５１号、同第２０１４／２０４７６３号、及び
同第２０１４／２０９７９８号に見出すことができ、これらの開示は、参照により本明細
書に組み込まれる。
【０１５２】
　第１、第２、又は両方の組成物における任意選択の構成成分
　また、開示される組成物（第１、第２、又は両方）は、１つ以上の他の任意選択の構成
成分を含んでもよい。例えば、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性界面
活性剤、又はこれらの組み合わせを含む界面活性剤が、開示される組成物中に含まれても
よい。界面活性剤は、利用される場合、例えば組成物中の分散された粒子を安定化するた
めに使用され得る。一部の実施形態において、アニオン性界面活性剤又は非イオン性界面
活性剤を、開示される組成物において、任意選択的に利用することができる。
【０１５３】
　アニオン性界面活性剤としては、限定されるものではないが、サルコシネート、グルタ
メート、アルキルサルフェート、アルキルエーテル硫酸ナトリウム又はカリウム（sodium
 or potassium alkyleth sulfates）、アルキルエーテル硫酸アンモニウム、ラウレス－
ｎ－硫酸アンモニウム、ラウレス－ｎ－サルフェート、イセチオネート、アルキル及びア
ラルキルグリセリルエーテルスルホネート、アルキル及びアラルキルスルホスクシネート
、アルキルグリセリルエーテルスルホネート、アルキルホスフェート、アラルキルホスフ
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ェート、アルキルホスホネート、並びにアラルキルホスホネートを挙げることができる。
これらのアニオン性界面活性剤は、金属又は有機アンモニウム対イオンを有し得る。一部
の実施形態において、スルホネート及びサルフェート、並びにホスホネート及びホスフェ
ートから選択されるアニオン性界面活性剤を、開示される組成物において利用することが
できる。
【０１５４】
　好適なアニオン性界面活性剤としては、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサル
フェート、アルキルスルホネート、アルキルエーテルスルホネート、アルキルベンゼンス
ルホネート、アルキルベンゼンエーテルサルフェート、アルキルスルホアセテート、第二
級アルカンスルホネート、及び第二級アルキルサルフェートなどのスルホネート及びサル
フェートを挙げることができる。これらの多くは、式：Ｒ１４－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎ（
ＯＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２）ｐ－（Ｐｈ）ａ－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｍ－（Ｏ）ｂ－ＳＯ３－
Ｍ＋及びＲ１４－ＣＨ［ＳＯ３－Ｍ＋］－Ｒ１５によって表すことができ、式中、ａ及び
ｂ＝０又は１であり、ｎ、ｐ、及びｍ＝０～１００であり（一部の実施形態において０～
２０であり、一部の実施形態において０～１０である）、Ｒ１４及びＲ１５は（Ｃ１～Ｃ

１２）アルキル基（飽和直鎖状、分枝状、又は環状基）であり、これは任意選択的にＮ、
Ｏ、若しくはＳ原子、又はヒドロキシル基、カルボキシル基、アミド基、若しくはアミン
基によって置換されていてもよいが、但し少なくとも１個のＲ１４又はＲ１５が少なくと
もＣ８であることを条件とし、Ｐｈ＝フェニレンであり、ＭはＨ、Ｎａ、Ｋ、Ｌｉ、アン
モニウムなどのカチオン性対イオンであるか、あるいはトリエタノールアミンなどのプロ
トン化第三級アミンであるか、あるいは第四級アンモニウム基である。
【０１５５】
　上の式中、エチレンオキシド基（すなわち、「ｎ」基及び「ｍ」基）及びプロピレンオ
キシド基（すなわち、「ｐ」基）は、逆の順序、及びランダム、連鎖、又はブロック配列
で出現してもよい。このクラスに関する一部の実施形態においては、Ｒ１４は、Ｒ１６－
Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２－などのアルキルアミド基、並びに－ＯＣ（Ｏ）－Ｃ
Ｈ２－などのエステル基を含んでもよく、式中、Ｒ１６は、（Ｃ８～Ｃ２２）アルキル基
（分枝状、直鎖状、又は環状基）である。例としては、限定されるものではないが：Ｓｔ
ｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，ＩＬから入手可能であるＰＯＬＹＳ
ＴＥＰ　Ｂ１２（ｎ＝３～４、Ｍ＝ナトリウム）及びＢ２２（ｎ＝１２、Ｍ＝アンモニウ
ム）などのラウリルエーテルサルフェートなどのアルキルエーテルスルホネート、並びに
メチルタウリン酸ナトリウム（日光ケミカルズ株式会社、東京、日本から商品名ＮＩＫＫ
ＯＬ　ＣＭＴ３０で入手可能）；第二級アルカンスルホネートのナトリウム塩であるＨｏ
ｓｔａｐｕｒ　ＳＡＳなどの第二級アルカンスルホネートが挙げられる。
【０１５６】
　例としては、例えばＣｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．，Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣから入
手可能である（Ｃ１４～Ｃ１７）第二級アルカンスルホネート（α－オレフィンスルホネ
ート）；商品名ＡＬＰＨＡＳＴＥＰ　ＰＣ－４８でＳｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙから入
手可能である、ナトリウムメチル－２－スルホ（Ｃ１２～１６）エステル及び２－スルホ
（Ｃ１２～Ｃ１６）脂肪酸二ナトリウムなどのメチル－２－スルホアルキルエステル；両
方ともＳｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ製の、ラウリルスルホ酢酸ナトリウム（商品名ＬＡ
ＮＴＨＡＮＯＬ　ＬＡＬ）及びラウレススルホコハク酸二ナトリウム（ＳＴＥＰＡＮＭＩ
ＬＤ　ＳＬ３）として入手可能であるアルキルスルホアセテート及びアルキルスルホスク
シネート；Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ製の商品名ＳＴＥＰＡＮＯＬ　ＡＭで市販され
ているラウリル硫酸アンモニウムなどのアルキルサルフェート；Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓ
ｔｒｉｅｓ製のＡｅｒｏｓｏｌ　ＯＴとして入手可能であるジオクチルスルホコハク酸ナ
トリウムなどのジアルキルスルホスクシネートを挙げることができる。
【０１５７】
　また、好適なアニオン性界面活性剤としては、アルキルホスフェート、アルキルエーテ
ルホスフェート、アラルキルホスフェート、及びアラルキルエーテルホスフェートなどの
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ホスフェートを挙げることもできる。多くは、下式：
　［Ｒ１４－（Ｐｈ）ａ－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）ｐ］ｑ－
Ｐ（Ｏ）［Ｏ－Ｍ＋］ｒによって表すことができ、
　式中、Ｐｈ、Ｒ１４、ａ、ｎ、ｐ、及びＭは上記で定義され、ｒは０～２であり、ｑ＝
１～３であり、但し、ｑ＝１のとき、ｒ＝２であり、ｑ＝２のとき、ｒ＝１であり、かつ
ｑ＝３のとき、ｒ＝０である。上記と同様に、エチレンオキシド基（すなわち、「ｎ」基
）及びプロピレンオキシド基（すなわち、「ｐ」基）は、逆の順序、及びランダム、連鎖
、又はブロック配列で生じてもよい。例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．から商
品名ＨＯＳＴＡＰＨＡＴ　３４０ＫＸで市販されているトリラウレス－４－ホスフェート
などのモノ－、ジ－、及びトリ－（アルキルアルコキシレート）－ｏ－リン酸エステルの
混合物、並びに、Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｃ．，Ｐａｒｓｉｐａｎｎｙ，ＮＪから商品名ＣＲＯ
ＤＡＰＨＯＳ　ＳＧで入手可能であるＰＰＧ－５セテス１０ホスフェート、並びにこれら
の混合物を挙げることができる。アニオン性界面活性剤の商標名としては、Ｒｈｏｄｏｃ
ａｌ　ＤＳ－１０、Ｓｔｅｐａｎ　Ｍｉｌｄ、及びＣｏｍｐｌｅｍｉｘが挙げられる。
【０１５８】
　両性界面活性剤両性のタイプの界面活性剤としては、プロトン化されていてもよい、第
三級アミン基を有する界面活性剤、及び第四級アミン含有双性イオン性界面活性剤が挙げ
られる。一部の実施形態において、カルボン酸アンモニウム及びスルホン酸アンモニウム
を利用することができる。
【０１５９】
　カルボン酸アンモニウムのクラスの界面活性剤は、以下の式：Ｒ１７－（Ｃ（Ｏ）－Ｎ
Ｈ）ａ－Ｒ１８－Ｎ＋（Ｒ１９）２－Ｒ２０－ＣＯＯ－によって表すことができ、式中、
ａ＝０又は１であり、Ｒ１７は、（Ｃ７～Ｃ２１）アルキル基（飽和直鎖、分枝鎖、若し
くは環状基）、（Ｃ６～Ｃ２２）アリール基、又は（Ｃ６～Ｃ２２）アラルキル若しくは
アルカリル基（飽和直鎖、分枝鎖、若しくは環状アルキル基）であり、式中、Ｒ１７は、
１つ以上のＮ、Ｏ、若しくはＳ原子、又は１つ以上のヒドロキシル、カルボキシル、アミ
ド、若しくはアミン基で任意選択的に置換されていてもよく、Ｒ１９は、Ｈ又は（Ｃ１～
Ｃ８）アルキル基（飽和直鎖、分枝鎖、若しくは環状基）であり、式中、Ｒ１９は、１つ
以上のＮ、Ｏ、若しくはＳ原子、又は１つ以上のヒドロキシル、カルボキシル、アミン基
、（Ｃ６～Ｃ９）アリール基、又は（Ｃ６～Ｃ９）アラルキル若しくはアルカリル基で置
換されていてもよく、Ｒ１８及びＲ２０は、それぞれ独立して、同じであっても異なって
いてもよく、任意選択的に１つ以上のＮ、Ｏ、若しくはＳ原子、又は１つ以上のヒドロキ
シル若しくはアミン基で任意選択的に置換されてもよい（Ｃ１～Ｃ１０）アルキレン基で
ある。一部の実施形態において、上の式中、Ｒ１７は、（Ｃ１～Ｃ１８）アルキル基であ
り、Ｒ１９は、メチル基又はベンジル基で置換されていてもよく、一部の実施形態におい
てはメチル基で置換されていてもよい（Ｃ１～Ｃ２）アルキル基である。Ｒ１９がＨであ
る場合、より高いｐＨ値における界面活性剤が、例えばＮａ、Ｋ、Ｌｉなどのカチオン性
対イオンと共に第三級アミンとして、又は四級アミン基として存在し得ることが理解され
る。このような両性界面活性剤の例としては、限定されるものではないが、ココベタイン
及びコカミドプロピルベタインなどのある特定のベタイン（Ｍｃｌｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕ
ｐ　Ｌｔｄ．，Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐａｒｋ，ＩＬから商品名ＭＡＣＫＡＭ　ＣＢ－
３５及びＭＡＣＫＡＭ　Ｌで市販されている）；ラウロアンホ酢酸ナトリウムなどのモノ
アセテート；ラウロアンホ酢酸二ナトリウムなどのジアセテート；ラウラミノプロピオン
酸などのアミノ－及びアルキルアミノ－プロピオネート（Ｍｃｌｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕｐ
　Ｌｔｄ．から、それぞれ、商品名ＭＡＣＫＡＭ　ＩＬ、ＭＡＣＫＡＭ　２Ｌ、及びＭＡ
ＣＫＡＭ　１５　ＩＬで市販されている）が挙げられる。
【０１６０】
　スルホン酸アンモニウムのクラスの両性界面活性剤は、多くの場合、「スルタイン」又
は「スルホベタイン」と呼ばれ、以下の式：Ｒ１７－（Ｃ（Ｏ）－ＮＨ）ａ－Ｒ１８－Ｎ
＋（Ｒ１９）２－Ｒ２０－ＳＯ３

－によって表すことができ、式中、Ｒ１７～Ｒ２０及び
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「ａ」は上記で定義されている。例としては、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン（
Ｍｃｌｎｔｙｒｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｌｔｄ．からＭＡＣＫＡＭ　５０－ＳＢとして市販され
ている）が挙げられる。スルホ両性活性物質は、スルホネート基が非常に低いｐＨ値でも
イオン化されたままであるため、一部の実施形態においてはカルボキシレート両性活性物
質の代わりに利用することができる。
【０１６１】
　非イオン性界面活性剤例示的非イオン性界面活性剤としては、限定されるものではない
が、アルキルグルコシド、アルキルポリグルコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、スク
ロースエステル、脂肪酸と多価アルコールとのエステル、脂肪酸アルカノールアミド、エ
トキシル化脂肪酸、エトキシル化脂肪族酸、エトキシル化脂肪アルコール（例えば、両方
ともＳｉｇｍａ，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ製の、商標名ＴＲＩＴＯＮ　Ｘ－１００で入手
可能であるオクチルフェノキシポリエトキシエタノール及び商標名ＮＯＮＩＤＥＴ　Ｐ－
４０で入手可能であるノニルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノール）、エトキシ
ル化及び／又はプロポキシル化脂肪族アルコール（例えば、ＩＣＩから商標名Ｂｒｉｊで
入手可能であるもの）、エトキシル化グリセリド、エトキシル化／プロポキシル化ブロッ
クコポリマー、例えばＢＡＳＦから入手可能であるＰｌｕｒｏｎｉｃ界面活性剤及びＴｅ
ｔｒｏｎｉｃ界面活性剤など、エトキシル化環状エーテル付加物、エトキシル化アミド及
びイミダゾリン付加物、エトキシル化アミン付加物、エトキシル化メルカプタン付加物、
アルキルフェノールによるエトキシル化濃縮物、エトキシル化窒素系疎水性物質、エトキ
シル化ポリオキシプロピレン、ポリマー性シリコーン、フッ素化界面活性剤（例えば、３
Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮから商標名ＦＬＵＯＲＡＤ－ＦＳ　３００で
入手可能であるもの及びＤｕｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．，Ｗｉｌｍｉｎｇ
ｔｏｎ，ＤＥから商標名ＺＯＮＹＬで入手可能であるもの）、並びに重合性（反応性）界
面活性剤（例えば、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，
ＰＡから商標名ＭＡＺＯＮで入手可能であるＳＡＭ　２１１（アルキレンポリアルコキシ
サルフェート）界面活性剤）が挙げられる。一部の実施形態において、本組成物において
有用である非イオン性界面活性剤は、ＢＡＳＦ製のＰＬＵＲＯＮＩＣなどのポロキサマー
、ＴＷＥＥＮのようなソルビタン脂肪酸エステル、及びこれらの混合物からなる群から選
択することができる。
【０１６２】
　また、開示される組成物は、他の任意選択の構成成分を含んでもよい。そのような任意
選択の構成成分の１つとしては、抗微生物性構成成分が挙げられる。限定されるものでは
ないが、塩化セチルピリジニウム、臭化セトリモニウム（ＣＴＡＢ）、ベヘントリモニウ
ムクロリド、クロルヘキシジン塩を含むビスビグアニド、及びポリヘキサメチレンビグア
ニド（ＰＨＭＢ）などの高分子グアニド、塩化ベンゼトニウム、グルコン酸クロルヘキシ
ジンなどのクロルヘキシジン塩、オクテニジン二塩酸塩などのオクテニジン塩、ステアラ
ルコニウムクロリドなど、並びにこれらの混合物を含むカチオン性第四級アンモニウム塩
（これらの一部は抗菌剤である）を使用することができる。存在する場合、抗微生物剤は
、概して、本組成物の総重量に基づいて０．０１～１重量％で存在することができる。ま
た、トリクロサンなどの非イオン性抗微生物剤を使用することもできる。本組成物の安定
性が損なわれない限り、カチオン性化合物を比較的低い濃度で使用することができる。
【０１６３】
　また、開示される組成物に、アミン化合物を任意選択的に添加することもできる。アミ
ン化合物は、アクリレートコポリマー粒子に結合して、すなわちポリマーの中和を補助し
ながら、芽胞の表面とも相互作用するように、添加することができる。これらのアミン化
合物としては、例えばＪｅｆｆａｍｉｎｅなどのエトキシル化アミン及びｐｅｇ　８オレ
イルアミンを挙げることができる。
【０１６４】
　また、開示される組成物に、湿潤剤を任意選択的に添加することもできる。好適な湿潤
剤としては、例えばグリセリン、プロピレングリコール、ソルビトール、ポリプロピレン
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グリコール、ポリエチレングリコール、及びこれらの組み合わせを挙げることができる。
【０１６５】
　また、開示される組成物に、皮膚軟化剤及びポリマーを含む皮膚コンディショニング剤
を任意選択的に添加することもできる。例えば、モノ－、ジ－、及びトリ－グリセリド、
ヒマシ油、アラントイン、ラノリン及びその誘導体、セチルアルコール、並びにカチオン
性ポリマーなどの有用な皮膚コンディショニング剤を利用することができる。皮膚軟化剤
は、例えば、米国特許第５，９５１，９９３号のものから選択することができ、この特許
は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【０１６６】
　また、開示される組成物に、増粘剤を任意選択的に添加することもできる。一部の実施
形態において、増粘剤は有機増粘剤であってもよい。好適な有機増粘剤としては、例えば
グアーガム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシルプロピルセルロース、ヒドロキ
シブチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリビニルピロリジノン、
及び米国特許第８，０６２，６４９号に開示されているものを挙げることができる。この
特許は、参照によって本明細書に組み込まれる。これらの有機増粘剤は、本組成物の総重
量に基づいて、典型的には０．１～２重量％の範囲の量で使用される。水和シリカなどの
無機増粘剤は、本組成物の総重量に基づいて、約０．５～１０重量％以上の量で使用され
てもよい。
【０１６７】
　また、研磨剤又は機械的剥離剤が、開示される組成物中に任意選択的に含まれてもよい
。一部の実施形態において、研磨材料又は剥離材料としては、ホスフェート、カーボネー
ト、シリケート、水和シリカ、水和アルミナ、ベントナイトなどの水不溶性研磨剤、並び
にポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、ポリスチレンなどのポリマービーズ、並びにポ
リオレフィンビーズ及び微粒子など、並びにこれらの混合物を挙げることができる。一部
の場合において、他の穏やかな剥離剤を、芽胞を機械的に除去するために、開示される組
成物において任意選択的に使用することができる。例示的剥離剤としては、例えば葛粉又
はクルミ粉末を挙げることができる。
【０１６８】
　方法及びその例示的な工程
　開示される方法は、例えば皮膚、医療用設備、医療環境における表面、又はこれらの任
意の組み合わせを含む、事実上任意の表面において利用することができる。一部の実施形
態において、開示される方法は、患者、医療従事者、他の個人の皮膚、又はこれらの任意
の組み合わせにおいて利用することができる。第１及び第２の組成物の両方共に液体であ
る。
【０１６９】
　芽胞が位置しており、芽胞が除去されるべき表面は、第１の組成物を表面に適用するこ
と若しくは近付けることにより、表面を第１の組成物と接触させることにより、又はこれ
らの組み合わせによって、第１の組成物と接触させることができる。より具体的には、第
１の組成物及び表面は、第１の組成物を表面上に噴霧することにより、第１の組成物を表
面上に分注することにより、表面を第１の組成物中に浸漬することにより、第１の組成物
を表面に注液することにより、又はこれらの任意の組み合わせによって接触させることが
できる。
【０１７０】
　一部の実施形態において、表面を第１の組成物と接触させることは、第１の組成物を物
品内又は物品上に分注することによって達成することができる。分注は、例えば、物品を
第１の組成物に注液すること、噴霧すること、持っていくこと（例えば、浸漬）、又は物
品を第１の組成物に沈めることによって達成することができる。示されるように、第１の
組成物は、物品内又は物品上に分注され得る。
【０１７１】
　第１の組成物が物品に分注される実施形態では、例示的な物品は、例えば、水槽、ボウ
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ル、及びタブを含むことができる。このような方法は、例えば、芽胞が除去される皮膚が
、物品内の第１の組成物と接触される場合に有用であり得る。より具体的には、これは、
患者の一部又は全体が物品内の第１の組成物に浸漬されることになる場合に有用であり得
る。例えば、患者は、物品（例えば、タブ）内に入浴するようになることができる。別の
例としては、患者の一部、例えば１つ以上の手が水槽内の第１の組成物に浸漬される水槽
を含むことができる。これはまた、二次物品が物品内の第１の組成物に浸漬されるように
なり、その後、二次物品が皮膚と接触するようになることになる場合にも有用であり得る
。
【０１７２】
　物品内に分注される第１の組成物の量、又は有効量は、二次物品があるかないかに関わ
らず、芽胞が除去される皮膚が物品内の第１の組成物と接触する方法、洗浄される特定の
皮膚、任意選択の機械的作用の種類（以下で論じる）、又はこれらの組み合わせに少なく
とも部分的に依存し得る。
【０１７３】
　第１の組成物が物品中に分注される一部の実施形態において、５ミリリットル（ｍＬ）
以上の第１の組成物、１０ｍＬ以上の第１の組成物、２０ｍＬ以上の第１の組成物、又は
５０ｍＬ以上の第１の組成物を物品中に分注することができる。第１の組成物の関連する
上方量は、物品内の特定の物品（例えば、その最大体積）、浸漬される体積（浸漬が関連
する場合）、又はこれらの組み合わせに少なくとも部分的に依存する。
【０１７４】
　組成物が物品中に分注される一部の実施形態において、分注される量、又は有効量はま
た、表面積、例えば、芽胞が除去される皮膚の表面積に少なくとも部分的に依存し得る。
一部の実施形態において、１ｍＬ以上の第１の組成物／１０ｃｍ２の芽胞が除去される皮
膚表面を物品中に分注することができ、一部の実施形態において、１ｍＬ以上の第１の組
成物／５０ｃｍ２の芽胞が除去される皮膚表面を物品中に分注することができる。
【０１７５】
　一部の実施形態において、表面を第１の組成物と接触させる工程は、表面を、第１の組
成物と予め接触させておいた物品と接触させることを含んでもよい。例えば、物品を組成
物と接触させてもよく又は組成物で処理してもよく、その後、処理された物品を表面と接
触させてもよい。
【０１７６】
　第１の組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、例示的な物品は、例えば
、拭き取り布、スポンジ、布、ヘチマスポンジ、ブラシ、パッド、又は繊維マットを挙げ
ることができる。第２の組成物もまた（第１の組成物も物品上に任意選択的に分注される
とき）、物品上に分注され、このような物品（第１の組成物又は第２の組成物、若しくは
両方を別個の物品に含有する）に関連する議論もまた、第１の組成物又はそれに関連する
物品、第２の組成物、又はそれに関連する物品、又はそれらの両方に適用することができ
る。
【０１７７】
　物品上に組成物を分注することは、組成物を物品に持っていくこと、物品を組成物に持
っていくこと、又はこれらの任意の組み合わせを伴うことができることを理解されたい。
このような方法は、例えば、芽胞が除去される皮膚が組成物と関連する物品と接触される
場合に有用であり得る。より具体的には、これは、患者の罹患した皮膚を、組成物が分注
された物品で拭き取ることにより、患者の皮膚から芽胞を除去するのに有用であり得る。
一部の実施形態において、組成物は、コーティング、例えば、カチオン性コーティングを
用いて拭き取り布上に分注され得る。
【０１７８】
　物品上に分注される組成物の量、又は有効量は、クリーニングされる特定の表面（例え
ば、皮膚）、洗浄される表面（例えば、皮膚）の総表面積、任意選択の機械的作用の種類
（以下で論じられる）、特定の種類の物品（例えば、物品が吸収、保持などができる量）
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又はこれらの組み合わせに少なくとも部分的に依存し得る。
【０１７９】
　組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、３０ｍＬ以上の組成物、４０ｍ
Ｌ以上の組成物、５０ｍＬ以上の組成物、又は２０ｍＬ以上の組成物を物品上に分注する
ことができる。組成物の関連する上方量は、特定の物品（例えば、その表面積、その材料
、その多孔性など）、物品の「湿潤」の所望のレベル、又はこれらの組み合わせに少なく
とも部分的に依存する。
【０１８０】
　組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、分注される量、又は有効量もま
た、芽胞が除去される皮膚の表面積に少なくとも部分的に依存し得る。一部の実施形態に
おいて、芽胞が除去される皮膚表面１０ｃｍ２の当たり１ｍＬ以上の組成物を物品上に分
注することができ、一部の実施形態において、芽胞が除去され皮膚表面１０ｃｍ２当たり
５ｍＬ以上の組成物を物品上に分注することができる。
【０１８１】
　組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、有効量は、芽胞が除去されるべ
き皮膚表面と接触する十分な量の組成物を提供するものである。一部の実施形態において
、有効量は、物品を飽和させるのに必要な組成物の量に関して説明することができる。
【０１８２】
　一部の実施形態において、物品上に分注され得る組成物の有効量は、飽和量がバイパス
されるように、（例えば）拭き取り布を可能な限り湿潤状態になるようにさせる量であり
得る。一部の実施形態において、飽和レベルを下回ること、又は飽和量よりも５％以上下
回ることが望ましくない場合がある。一部の実施形態において、物品上に分注され得る組
成物の有効量は、物品の飽和量よりも４０％以下上回ることができる。一部の実施形態で
は、有効量は、飽和量よりも２０％以下上回ることができ、一部の実施形態においては、
飽和量よりも１５％以下上回ることができ、一部の実施形態においては、飽和量よりも５
％以下上回ることができる。一部の実施形態において、有効量の組成物は、有用な物品を
維持しながら、物品を可能な限り湿潤状態にさせるものとすることができる。
【０１８３】
　あくまで説明を目的として、４インチ×６インチのＳＯＮＴＡＲＡ（登録商標）８００
５，１００％ＰＥＴ（ＤｕＰｏｎｔ）拭き取り布は、３．５ｇの液体の飽和量を有し、そ
のため、このような物品のための例示的な有効量としては、４．９ｇ以下の液体、４．２
ｇ以下の液体、４．０ｇ以下の液体、３．７ｇ以下の液体、及び３．３ｇ以上の液体を含
み得る。
【０１８４】
　組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、異なる第１の工程を利用するこ
とができる。例えば、一部の実施形態において、開示される方法における第１の工程は、
組成物を含有する物品を得ることを含み得る。組成物を含有する物品は、物品の材料全体
に分布する有効量の組成物を担持することができる物品である。
【０１８５】
　組成物を含有する物品を得る工程は、担体を上記組成物などの組成物と接触させること
によって達成することができる。この工程は、組成物を物品上に分注することに関して上
述したように実施することができ、この場合の物品は担体である。この担体は、例えば、
拭き取り布、又はスポンジであってもよい。また、上述したように、担体を組成物に浸漬
することができ、組成物を担体上に噴霧することができ、組成物を、担体に適用すること
ができ、又はこれらの任意の組み合わせを行うことができる。
【０１８６】
　組成物を含有する物品を得る工程はまた、組成物で予め湿らせた担体を得ることによっ
て代替的に達成され得る。例えば、組成物を含有する１つ以上の物品は、任意のタイプの
気密若しくは再封止可能な包装、例えば、ホイルパック、プラスチック容器、又はこれら
の任意の組み合わせで一緒にパッケージ化することができる。
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【０１８７】
　一部の開示される方法は、組成物と接触させた表面を機械的作用に供する工程を含む。
これは、第１の組成物、第２の組成物、又はその両方を含むことができる。事実上任意の
タイプの機械的作用を、開示される方法において利用することができる。機械的作用の例
示的タイプとしては、例えば、何らかの物品（例えば、組成物で処理した物品又は第１の
組成物で処理していない物品）で表面を擦ること、表面にわたって物品を動かすこと若し
くは引っ掻くこと、組成物と接触させた表面を、組成物と接触させた別の表面にわたって
動かすこと、又はこれらの任意の組み合わせを挙げることができる。一部の実施形態にお
いて、機械的作用としては、組成物で処理した物品で、表面を擦ること、拭うこと、引っ
掻くこと、又は擦り落とすことを挙げることができる。一部の実施形態において、機械的
作用としては、組成物と接触させた第１の表面を、組成物と接触させた第２の表面にわた
って、又はその上で動かすことを挙げることができる。そのような実施形態の具体例とし
ては、組成物と接触させた２つの手を擦り合わせることを挙げることができる。
【０１８８】
　表面を機械的作用に供する工程は、任意の時間量で行ってもよい。一部の実施形態にお
いて、表面は、５秒間以上、１０秒間以上、又は２０秒間以上、機械的作用に供され得る
。一部の実施形態において、表面は、例えば２分間以内又は１分間以内、機械的作用に供
され得る。
【０１８９】
　一部の実施形態において、表面を第１の組成物と接触させる工程及び任意選択的に第１
の組成物と接触している表面を機械的作用に供する工程は、少なくとも何らかの重複を伴
って行ってもよい。例えば、一部の実施形態において、第１の組成物の少なくとも一部が
表面と接触している間に、機械的作用を始めてもよい。具体的には、例えば、手が第１の
組成物中に浸漬されている（又は第１の組成物中に浸されている）間に、手を擦り合わせ
てもよい。一部の実施形態において、表面を第１の組成物と接触させる工程又は表面を機
械的作用に供する工程の片方（又は両方）を２回以上繰り返してもよい。
【０１９０】
　一部の実施形態において、皮膚を機械的作用に供する工程は、機械的作用の力によって
説明することができる。一部の実施形態において、皮膚に対する機械的作用は、２０Ｎ以
上の力を有することができる。
【０１９１】
　第２の組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、追加の工程を利用するこ
とができる。例えば、一部の実施形態において、開示される方法における工程は、第２の
組成物を含有するカチオン性コーティングを施した物品を得ることを含み得る。第２の組
成物を含有するカチオン性コーティングを施した物品は、物品の材料全体に分布する有効
量の第２の組成物を担持することができる、担持する、又は両方のカチオン性コーティン
グを施した物品である。
【０１９２】
　第２の組成物を含有するカチオン性コーティングを施した物品を得る工程は、カチオン
性コーティングを施した担体を上記組成物などの第２の組成物と接触させることによって
達成することができる。この工程は、第２の組成物をカチオン性コーティングを施した物
品上に分注することに関して上述したように実施することができ、この場合は担体である
。例えば、担体は、開示されるカチオン性コーティングでコーティングされた拭き取り布
又はスポンジであってもよい。また、上述したように、担体を第２の組成物に浸漬するこ
とができ、第２の組成物を担体上に噴霧することができ、第２の組成物を、担体に適用す
ることができ、又はこれらの任意の組み合わせを行うことができる。
【０１９３】
　カチオン性コーティングを施した物品上に分注される第２の組成物の量、又は有効量は
、洗浄される特定の表面（例えば、皮膚）、洗浄される表面（例えば、皮膚）の総表面積
、任意選択の機械的作用の種類（以下で論じられる）、特定の種類のカチオン性コーティ
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ングを施した物品（例えば、サイズ又は化学的構成成分のために、物品が吸収、保持など
ができる量）又はこれらの組み合わせに少なくとも部分的に依存し得る。
【０１９４】
　第２の組成物が物品上に分注される一部の実施形態において、３ｍＬ以上の第２の組成
物、４ｍＬ以上の第２の組成物、５ｍＬ以上の第２の組成物、又は２ｍＬ以上の第２の組
成物を物品上に分注することができる。第２の組成物の関連する上方量は、特定の物品（
例えば、その表面積、その材料、その多孔性など）、物品の「湿潤」の所望のレベル、又
はこれらの組み合わせに少なくとも部分的に依存する。
【０１９５】
　第２の組成物がカチオン性コーティングを施した物品上に分注される一部の実施形態に
おいて、分注される量、又は有効量もまた、芽胞が除去される皮膚の表面積に少なくとも
部分的に依存し得る。一部の実施形態において、芽胞が除去される皮膚表面１０ｃｍ２の
当たり１ｍＬ以上の第２の組成物を、カチオン性コーティングを施した物品上に分注する
ことができ、一部の実施形態において、芽胞が除去される皮膚表面１０ｃｍ２当たり５ｍ
Ｌ以上の第２の組成物を、カチオン性コーティングを施した物品上に分注することができ
る。
【０１９６】
　第２の組成物がカチオン性コーティングを施した物品上に分注される一部の実施形態に
おいて、有効量は、芽胞が除去される皮膚表面と接触する十分な量の第２の組成物を提供
するものである。一部の実施形態において、有効量は、カチオン性コーティングを施した
物品を飽和させるのに必要な第２の組成物の量に関して説明することができる。物品は、
物品が物品よりも多くの第２の組成物と接触したときに「飽和」であり、過剰分を除去す
るために、物品に適度な圧力が加えることができる。容易に濡れる物品において、「飽和
」は、組み込み直後に、実質的に決定することができる。より疎水性の物品では、物品を
第２の組成物に長時間曝露することが必要であり得る。適度な量の圧力は、拭き取り布か
らの溶液の滴りがそれ以上見られなくなるまで、平均的な手絞りの動きで適用することが
できる。圧力が加えられた後に物品内に保持された第２の組成物の量を、飽和量と呼ぶこ
とができる。
【０１９７】
　一部の実施形態において、カチオン性コーティングを施した物品上に分注され得る第２
の組成物の有効量は、飽和量がバイパスされるように、（例えば）拭き取り布を可能な限
り湿潤状態になるようにさせる量であり得る。一部の実施形態において、飽和レベルを下
回ること、又は飽和量よりも５％以上下回ることが望ましくない場合がある。一部の実施
形態において、物品上に分注され得る有効量の第２の組成物は、物品の飽和量よりも４０
％以下であり得る。一部の実施形態では、有効量は、飽和量よりも２０％以下上回ること
ができ、一部の実施形態においては、飽和量よりも１５％以下上回ることができ、一部の
実施形態においては、飽和量よりも５％以下上回ることができる。一部の実施形態におい
て、有効量の第２の組成物は、有用な物品を維持しながら、物品を可能な限り湿潤させる
ものとすることができる。
【０１９８】
　あくまで説明を目的として、４インチ×６インチのＳＯＮＴＡＲＡ（登録商標）８００
５，１００％ＰＥＴ（ＤｕＰｏｎｔ）拭き取り布は、３．５ｇの液体の飽和量を有し、そ
のため、このような物品のための例示的な有効量としては、４．９ｇ以下の液体、４．２
ｇ以下の液体、４．０ｇ以下の液体、３．７ｇ以下の液体、及び３．３ｇ以上の液体を含
み得る。
【０１９９】
　第２の組成物を含有するカチオン性コーティングを施した物品を得る工程はまた、第２
の組成物で予め湿らせたカチオン性コーティングを施した担体を得ることによって代替的
に達成され得る。例えば、第２の組成物を含有する１つ以上のカチオン性コーティングを
施した物品は、任意のタイプの気密若しくは再封止可能な包装、例えば、ホイルパック、
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プラスチック容器、又はこれらの任意の組み合わせで一緒にパッケージ化することができ
る。
【０２００】
　一部の実施形態において、開示される方法は、第１の組成物を表面と接触させる第１の
工程と、表面をカチオン性コーティングを施された拭き取り布と第２の組成物とに接触さ
せる第２の工程とを含み得る。一部の実施形態において、第１の組成物は、６０重量％超
の少なくとも１つのアルコールを含むことができ、又は一部の実施形態において、第２の
組成物は、６０重量％超の少なくとも１つのアルコールを含むことができる。一部の実施
形態において、第１の組成物は、アクリレートコポリマー粒子を含むことができ、一部の
実施形態において、第２の組成物は、アクリレートコポリマー粒子を含むことができ、又
は一部の実施形態において、第１及び第２の組成物の両方がアクリレートコポリマー粒子
を含むことができる。一部の実施形態において、第２の組成物は、拭き取り布と接触する
ことができ、一部の実施形態において、第１及び第２の組成物の両方が、拭き取り布と接
触することができる。第１及び第２の組成物の両方が拭き取り布と接触している一部の実
施形態において、第２の組成物と接触している拭き取り布のみがカチオン性コーティング
を施した拭き取り布である必要があり、又は第１及び第２の組成物と接触している拭き取
り布の両方が、カチオン性コーティングが施され拭き取り布であり得る。一部のこのよう
な実施形態において、第１及び第２の組成物と接触している拭き取り布は、同じ種類の拭
き取り布（例えば、拭き取り布の材料）であってもよく、又は同じ種類のものでなくとも
よい。
【実施例】
【０２０１】
　以下の実施例によって目的及び利点を更に例示するが、これらの実施例において記載さ
れる特定の材料及びそれらの量、並びに他の条件及び詳細は、本開示を不当に制限するも
のとして解釈されるべきではない。
【０２０２】
　表１は、本明細書において利用した試薬のリストを記載している。
【０２０３】
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【表１】

【０２０４】
　２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーの調製
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　手順：５００ｍＬのガラスジャーに、２６２．５ｇの２－ＥＨＡと、８７．５ｇのＭＭ
Ａとを入れた。結果として得られた均質な混合物を、プレミックスと標識した。３リット
ルの三つ口フラスコに、５６０ｇのＤＩ　Ｈ２Ｏと、１２ｇのＴｗｅｅｎ　８０界面活性
剤とを入れた。混合物を、３０℃において２３０ｒｐｍで撹拌した。４８ｇのプレミック
ス、０．４８ｇの過硫酸アンモニウム、０．１２ｇのメタ重亜硫酸ナトリウム及び３ｇの
０．１５％ＦｅＳＯ４・７Ｈ２０をフラスコに入れた後、別の６０ｇのＤＩ　Ｈ２Ｏを装
填した。次に、１９２ｇのプレミックスを１．６ｇ／分で２時間かけて計量し、発熱を制
御した。結果として得られた混合物を、５５℃で約３時間反応させた。この反応を、７０
℃で更に２時間実行させた。結果として得られたラテックスを、室温に冷却した。このラ
テックスを、２層の寒冷紗（グレード５０）を通して濾過した後、使用した。
【０２０５】
　配合物の調製
　Ｖｉｔｒｏ　Ｓｋｉｎから芽胞を除去する能力について試験した配合物は全て、同じ様
式で構築した。
【０２０６】
　まず、バイアルに正確な量のポリマー（前述の通りに作製した）を加え、次いで水を添
加した。溶液をよく混合し、ｐＨを測定した。必要な場合には、水酸化ナトリウム又は塩
酸を用いて、ｐＨをおよそ６．５～７の最終ｐＨに調整した。最後に、溶液のエタノール
がおよそ７０重量％になるようにエタノールを添加して（必要な場合）、溶液を再度混合
した。
【０２０７】
　カチオン性コーティングを施した拭き取り布の調製
　２５％のグアニル化ポリエチレンイミン（「Ｇ－ＰＥＩ」）のコーティングを施した不
織布拭き取り布の調製
　ポリエチレンイミン、７０，０００ＭＷ（６５８．２グラムの水中３０重量％溶液、４
．５９のアミン当量）を、オーバーヘッドスターラーを備えた３Ｌの三つ口丸底フラスコ
に入れた。Ｏ－メチルイソ尿素ヘミサルフェート（１４１．２グラム、１．１５当量）を
１Ｌのビーカーに入れ、総重量を６５２．８グラムにするために十分な脱イオン水を添加
した。ビーカーの内容物を、Ｏ－メチルイソ尿素ヘミサルフェートの全てが溶解するまで
磁気的に撹拌した後、溶液を丸底フラスコに注液した。反応混合物を周囲温度で一晩（約
２２時間）撹拌した。
【０２０８】
　ＮＭＲ分光法による分析により、所望の生成物への変換が示された。Ｏｈａｕｓ水分秤
（Ｏｈａｕｓ　Ｃｏｒｐ．，Ｐａｒｓｉｐｐａｎｙ，ＮＪから入手したモデル番号ＭＢ３
５）を使用して、固形分パーセントを測定したところ、２５．３重量％であることが分か
った。
【０２０９】
　上記のように調製したＧ－ＰＥＩ溶液の試料（１９．７９グラムの固形分２５．３重量
％の溶液）を、脱イオン水で合計５００グラムに希釈し、十分に混合した。第２の容器内
で、ＢＵＤＧＥ（２．３５グラム）を脱イオン水で合計５００グラムに希釈し、十分に混
合した。２つの溶液を合わせ、十分に混合した。適切な量の溶液を、不織布材料の８”×
１０”のシート上にピペットで移した。使用される溶液体積は、Ｓｏｎｔａｒａ　８００
５及びＡｈｌｓｔｒｏｍ　２００については２０ｍＬであり、又はＴｅｘｅｌ　１００に
ついては３０ｍＬであった。シートを、溶液がシートを完全に濡らしたように見えるまで
、くしゃくしゃに丸めた／揉んだ。シートを十分に濡らした後、それを吊るして一晩乾燥
させた（およそ１８時間）。
【０２１０】
　いくつかの（１～４枚の）コーティングを施したシートを、メタノールと水との５０／
５０混合物１Ｌ中に浸漬し、これを軌道振盪器上で１５０ｒｐｍにて約３０分間振盪した
。３０分後、拭き取り布を溶液から取り出し、絞って過剰な溶液を除去し、１ＬのＤＩ水
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に浸漬した後、再度１５０ｒｐｍで約３０分間振盪した。これを、新しいＤＩ水で１回繰
り返した後、拭き取り布を吊るして一晩乾燥させた。
【０２１１】
　乾燥後、拭き取り布の小片を切り取り、タルトラジン染料の０．１％溶液に浸漬し、５
分間振盪した。小片を取り出し、新しい蒸留水中で、１回の洗浄当たり５分間で３回洗浄
した。コーティングを施した片は、コーティングを施さなかった拭き取り布の小片とは異
なり、すすぎ後であっても、橙黄色に均一に染色された。これは、不織布の表面上のカチ
オン性ポリマーの均一の架橋されたコーティングの存在を示した。
【０２１２】
　皮膚様表面から芽胞を除去する試験配合物の能力を評価するように設計されたｉｎ－ｖ
ｉｔｒｏ実験の概説
　試験前の日、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材（ＩＭＳ　Ｉｎｃ．，Ｐｏｒｔｌ
ａｎｄ，ＭＥ）の３６ｍｍディスクを打ち抜き、２９８ｇの水及び５２ｇのグリセリンか
ら作製された混合物を含有するＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材水和チャンバ内に
に入れた（製造者の説明書の通り）。
【０２１３】
　ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材ディスクを、試験前に少なくとも２４時間水和
させた。試験日に、まず、３＊Ｎ＋６（Ｎは試験される試料の数である）の５０ｍＬのコ
ニカルチューブに、各１５ｍＬのＤ／Ｅブロスを充填した。
【０２１４】
　次いで、ステンレス鋼プレート（５”×７．１２５”、２４　ＧＡ）をカウンタートッ
プ上に裏打ちし、水で最初に噴霧し、ペーパータオルで拭き取り乾燥させて洗浄した。第
２に、プレートを７０％のＩＰＡで噴霧し、ペーパータオルで拭き取り乾燥させた。乾燥
すると、両面テープの２片（２．５ｃｍ以下）をプレートの中央に交差パターンで配置し
た。水和されたＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材の１つのディスクを両面テープ上
に置き、穏やかに擦って、プレート上に付着することを確実にした。試験される各試料に
３片のＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材を使用し、回収対照として３つの追加の切
片を調製した。
【０２１５】
　開始接種材料を、１９０μｌのクロストリジウム・スポロゲネスＡＴＣＣ　３５８４（
水１ｍｌ中に約１×１０８個の芽胞）及び１０μｌのウシ胎児血清（ＦＢＳ）を１．５ｍ
Ｌの遠心管に添加し、短時間ボルテックスして混合することによって調製した。添加され
る芽胞及びＦＢＳの実際の量は、その日に試験される試料の数に基づいて変化し得るが、
２つの間の比率は、一定で変わらない。
【０２１６】
　ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材の各片上に、１０μｌの接種材料をピペットで
配置した。ピペットの先端部を使用して、接種材料を直径約５ｍｍの円に穏やかに広げた
。数対照として、１０μｌの接種材料をまた、１５ｍＬのＤ／Ｅブロスを含有する５０ｍ
Ｌのコニカルチューブのうちの１つに直接ピペットで移し、これを２回繰り返した。接種
済みＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材を、接種材料が視覚的に乾燥するまで３０分
～１時間放置した。
【０２１７】
　プレートを調製する前に、又は接種中の乾燥時間の間、拭き取り布を調製した。これは
、所望の基材の４”×６”片を切断することによって行った。切断した基材を秤量し、溶
液を基材の重量の３．５倍（Ｔｅｘｅｌ　１００については重量の４．５倍）の量で添加
した。基材を一緒にくしゃくしゃに丸めて、溶液を均一に分注した。ここから、基材と溶
液の組み合わせについては、単に拭き取り布と呼ぶことにする。次いで、拭き取り布をプ
ラスチック袋に入れ、これを密封して、それが乾燥することを防止した。試験される各試
料について、３枚の拭き取り布を調製した。
【０２１８】
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　接種材料がＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材上で乾燥したら、１片の汚染された
ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材を、１５ｍＬのＤ／Ｅブロスを有する５０ｍＬの
コニカルチューブのうちの１つに入れ、これを合計３枚のＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商
標）基材片で繰り返し、これを回収対照とした。
【０２１９】
　試験した試料については、図１Ａ及び１Ｂに示すように、機械的拭き取り装置４００を
使用した。湿式拭き取り布４２０を、ねじクランプ４６０を使用して、機械的拭き取り装
置４００のレバーアーム４５０上にロックさせた。レバーアーム４５０は、約３５０ｇの
質量を有した。二段階法では、およそ０．５ｍＬの第１の溶液を、プラットフォーム４１
０上に位置するステンレス鋼プレートに取り付けられた接種済みＶＩＴＲＯＳＫＩＮ（登
録商標）基材の中心上に定置させた。一段階法については、接種済みＶＩＴＲＯＳＫＩＮ
（登録商標）基材に溶液を添加しなかった。次いで、湿式拭き取り布４２０が取り付けら
れたレバーアーム４５０を、プラットフォーム４１０上の汚染されたプレート（図示せず
）のうちの１つに降ろして、接種済みＶＩＴＲＯＳＫＩＮ（登録商標）基材が拭き取り布
の中心にあるようにした。機械的拭き取り装置４００をオンにし、レバーアーム４５０を
約１００ｒｐｍの回転速度で動作させて、汚染されたプレートの表面を１５秒間拭き取っ
た。拭き取り後に、「拭き取り済みプレート」から湿式拭き取り布４２０を取り出し、１
５ｍＬのＤ／Ｅを有する５０ｍＬのコニカルチューブ内に定置させた。各拭き取り布の例
について、この工程を繰り返して、ｎ＝３の拭き取り済みＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商
標）基材を得た。
【０２２０】
　全ての試料を収集した後、５０ｍＬのコニカルチューブの全てを１分間超音波処理し、
その後１分間ボルテックスした。１ミリリットルのアリコートを取り出し、１．５ｍＬの
遠心管に添加した。これを、各試料に対して２回行った。次いで、管を８０℃まで１０分
間加熱した。３分間冷却した後、各試料について１つの管から０．２５ｍＬを取り出し、
血液寒天プレート上に直接播種し、他方の管については、各試料をバターフィールド緩衝
液中で１０－１～１０－４に連続希釈した後、１ｍＬの各連続希釈液を、３Ｍ　ＰＥＴＲ
ＩＦＩＬＭ（登録商標）ＡＣプレート上に播種した。血液寒天プレート及び３Ｍ　ＰＥＴ
ＲＩＦＩＬＭ（登録商標）ＡＣプレートの両方を、嫌気性チャンバ内で３７℃にておよそ
２０時間インキュベートした。インキュベーション後、プレートを除去し、計数し、ｌｏ
ｇ減少値を計算した。
【０２２１】
　作業標準
　以下の実施例では、様々な実施例において「作業標準」が示されている。本明細書で利
用される試験の性質が理由で、結果は、日によって、試験担当者によって、又はその両方
で、変化するように思われ得る。実施例の異なるセット内では、適切な場合、同じもので
ある１つのものが作業標準として示される。これにより、実施例にわたる芽胞の除去のよ
り有意な対比が得られる。
【０２２２】
　比較例１
　Ｓｏｎｔａｒａ　８００５拭き取り布に、上述のように、ＧＰＥＩ、ドデシルＧＰＥＩ
、又はブチルＧＰＥＩでコーティングを施した（又はコーティングを施さなかった）。上
述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、比較例１ａ～１ｄの組成物を上述のよ
うに調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材
に対する一段階法を使用して、上述のように試験した。
【０２２３】
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【表２】

【０２２４】
　これらの比較例は、７０重量％のエタノール中のアクリレートコポリマー粒子含有組成
物が、コーティングを施した拭き取り布又はコーティングを施さなかった拭き取り布のい
ずれかで使用される場合、芽胞の除去には非常にわずかな違いがあり、コーティングの種
類に応じて、芽胞の除去の減少が小さい場合があることを示す。
【０２２５】
　比較例２
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、比較例２ａ～２ｄの組成物を上述
のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）
基材に対してコーティングを施さなかったＴｅｘｅｌ　１００拭き取り布を用いた二段階
法を使用して、上述のように試験した。
【０２２６】

【表３】

【０２２７】
　比較例２ａから分かるように、７０％のエタノールの拭き取り布自体が、１ｌｏｇ未満
の芽胞の除去を与える。アクリレートコポリマー粒子及び７０重量％のアルコールを含有
する第１の組成物及び７０重量％のアルコールも含有する拭き取り用装填溶液が含まれる
場合、芽胞の除去は、０．５ｌｏｇのすぐ下まで減少した（比較例２ｂ）。しかしながら
、拭き取り用装填溶液又は第１の溶液のいずれかに水が使用される場合、芽胞の除去は、
およそ１．７ｌｏｇまで大きく増加する。
【０２２８】
　実施例３
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、比較例３ａ並びに３ｃ及び実施例
３ｂの組成物を上述のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－Ｓ
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５拭き取り布を用いた二段階法を使用して、上述のように試験した。
【０２２９】
【表４】

【０２３０】
　水のみを有するコーティングを施していない拭き取り布は、１．７ｌｏｇの芽胞除去を
有する（比較例２ｃ）。０．５ｍＬの水がＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）基材上に配
置され、水のみで充填されたコーティングを施した拭き取り布で拭き取られた場合、除去
は２．２ｌｏｇまで増加した（比較例３ａ）。驚くべきことに、０．５ｍＬの７０％エタ
ノールを、コーティングを施した水拭き取り布で拭き取るとき、除去は２．７ｌｏｇであ
り（比較例３ｃ）、０．５ｍＬのアクリレートコポリマー粒子及びエタノールを含有する
組成物を、コーティングを施した水拭き取り布で拭き取るとき、ほぼ３．７ｌｏｇの芽胞
除去である（実施例３ｂ）。
【０２３１】
　実施例３ｂは、作業標準として示されることに留意されたい。
【０２３２】
　実施例４
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、実施例４ａ～４ｄの組成物を上述
のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登録商標）
基材に対するＧＰＥＩ、５Ｋ　ＰＥＧ　ＧＰＥＩ、オクチルＧＰＥＩ、及びＰＥＩコーテ
ィングを施したＳｏｎｔａｒａ　８００５拭き取り布を用いた二段階法を使用して、上述
のように試験した。
【０２３３】
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【表５】

【０２３４】
　データは、様々な異なるカチオン性コーティングを利用した場合に芽胞の除去に差がな
いことを示す。
【０２３５】
　実施例５
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、実施例５ａ～５ｄ及び比較例５ｅ
の組成物を上述のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩ
Ｎ（登録商標）基材に対してＧＰＥＩコーティングを施したＳｏｎｔａｒａ　８００５拭
き取り布を用いた二段階法を使用して、上述のように試験した。
【０２３６】
【表６】

【０２３７】
　実施例６
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、実施例６ａ及び比較例６ｂの組成
物を上述のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登
録商標）基材に対してＧＰＥＩコーティングを施したＳｏｎｔａｒａ　８００５拭き取り
布を用いた二段階法を使用して、上述のように試験した。
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【０２３８】
【表７】

【０２３９】
　実施例７
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、実施例７ｂ及び比較例７ａの組成
物を上述のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫＩＮ（登
録商標）基材に対してＧＰＥＩコーティングを施したＳｏｎｔａｒａ　８００５拭き取り
布を用いた二段階法を使用して、上述のように試験した。
【０２４０】
【表８】

【０２４１】
　実施例６ａを実施例７ｂとは別の日に繰り返し行った。両方を本明細書に提示する。両
日において、比較例は、実施例よりも低いｌｏｇ減少を有した。上記作業標準の説明を参
照されたい。
【０２４２】
　実施例８
　上述のように２－ＥＨＡ／ＭＭＡポリマーを合成し、実施例８ａ、８ｂ、及び比較例８
ｃの組成物を上述のように調製した。芽胞を除去する組成物の能力を、ＶＩＴＲＯ－ＳＫ
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ＩＮ（登録商標）基材に対するＧＰＥＩコーティングを施した（及びコーティングを施し
ていない）拭き取り布（Ｓｏｎｔａｒａ　８００５、Ａｈｌｓｔｒｏｍ　２００）を用い
た二段階法を使用して、上述のように試験した。
【０２４３】
【表９】

【０２４４】
　このように、芽胞を除去する方法の実施形態が開示される。上記の実施及び他の実施が
、以下の請求項の範囲内にある。当業者であれば、本開示は開示されている実施形態以外
の実施形態で実践できることを理解するであろう。開示された実施形態は例示目的で提示
されており、限定を目的とするものではない。
【０２４５】
　例示的な実施形態
　１．皮膚表面を第１の液体組成物と接触させることと、
　次いで、第１の液体組成物の少なくとも一部が皮膚表面に留まっている間に、第２の液
体組成物が充填されたカチオン性コーティングを施した物品と皮膚表面を接触させること
と、を含み、第１の液体組成物又は第２の液体組成物のうちの一方又は両方が、その中に
分散されたアクリレートコポリマー粒子を含み、アクリレートコポリマー粒子が、反応混
合物の反応生成物を含み、反応混合物が、モノマーを含み、モノマーが、
　約５重量％～約５０重量％の少なくとも１つの高Ｔｇモノマーであって、高Ｔｇモノマ
ーの重量％が、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである、高Ｔｇモノマーと
、
　約２０重量％～約８０重量％の少なくとも１つの低Ｔｇモノマーであって、低Ｔｇモノ
マーの重量％が、反応混合物中のモノマーの総重量に対するものである、低Ｔｇモノマー
とを含み、
　粒子が、少なくとも約１００ｎｍの数平均直径を有し、
　第１の組成物又は第２の組成物のうちの少なくとも１つ及び１つのみが、６０重量％以
上の少なくとも１つのアルコールを含む、方法。
【０２４６】
　２．第１の組成物を皮膚表面と接触させる工程が、皮膚表面を、第１の組成物のみと接
触させることによって達成される、実施形態１に記載の方法。
【０２４７】
　３．表面を第１の組成物と接触させる工程が、組成物を皮膚表面に適用することを含む
、実施形態１又は２のいずれか１つに記載の方法。
【０２４８】
　４．組成物を皮膚表面に適用する工程が、皮膚表面への噴霧、分注、浸漬、注液、又は
これらのいくつかの組み合わせを含む、実施形態３に記載の方法。
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【０２４９】
　５．第２の組成物が充填されたカチオン性コーティングを施した物品に皮膚表面を接触
させる前に、第１の組成物と接触している皮膚表面を機械的作用に供することを更に含む
、実施形態１～４のいずれか１つに記載の方法。
【０２５０】
　６．機械的作用が、少なくとも約５秒間持続する、実施形態５に記載の方法。
【０２５１】
　７．第１の組成物と接触している皮膚表面を機械的作用に供する工程が、皮膚表面を擦
ること、皮膚表面にわたって物品を動かすこと、又はこれらのいくつかの組み合わせを含
む、実施形態５に記載の方法。
【０２５２】
　８．第１の組成物が、６０重量％以上のアルコールを含む、実施形態１～７のいずれか
１つに記載の方法。
【０２５３】
　９．第１の組成物中に、第１の組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６５重量％の
少なくとも１つのアルコールが存在する、実施形態８に記載の方法。
【０２５４】
　１０．第１の組成物中に、第１の組成物の総重量に基づいて、少なくとも約７０重量％
の少なくとも１つのアルコールが存在する、実施形態８に記載の方法。
【０２５５】
　１１．第１の組成物中に、第１の組成物の総重量に基づいて、９５重量％以下の少なく
とも１つのアルコールが存在する、実施形態８に記載の方法。
【０２５６】
　１２．第２の組成物が、６０重量％以上のアルコールを含む、実施形態１～７のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２５７】
　１３．第２の組成物中に、第２の組成物の総重量に基づいて、少なくとも約６５重量％
の少なくとも１つのアルコールが存在する、実施形態１２に記載の方法。
【０２５８】
　１４．第２の組成物中に、第２の組成物の総重量に基づいて、少なくとも約７０重量％
の少なくとも１つのアルコールが存在する、実施形態１２に記載の方法。
【０２５９】
　１５．第２の組成物中に、第２の組成物の総重量に基づいて、８５重量％以下の少なく
とも１つのアルコールが存在する、実施形態１２に記載の方法。
【０２６０】
　１６．第１の組成物を形成する反応混合物における重量で、少なくとも１つの低Ｔｇモ
ノマーが、少なくとも１つの高Ｔｇモノマーよりも多く存在する、実施形態１～１５のい
ずれか１つに記載の方法。
【０２６１】
　１７．第１の組成物中に、第１の組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下のアクリ
レートコポリマー粒子が存在する、実施形態１～１５のいずれか１つに記載の方法。
【０２６２】
　１８．第１の組成物中に、第１の組成物の総重量に基づいて、約０．５重量％～約４重
量％のアクリレートコポリマー粒子が存在する、実施形態１～１５のいずれか１つに記載
の方法。
【０２６３】
　１９．第２の組成物を形成する反応混合物における重量で、少なくとも１つの低Ｔｇモ
ノマーが、少なくとも１つの高Ｔｇモノマーよりも多く存在する、実施形態１～１５のい
ずれか１つに記載の方法。
【０２６４】
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　２０．第２の組成物中に、第２の組成物の総重量に基づいて、約５重量％以下のアクリ
レートコポリマー粒子が存在する、実施形態１～１５のいずれか１つに記載の方法。
【０２６５】
　２１．第２の組成物中に、第２の組成物の総重量に基づいて、約０．５重量％～約４重
量％のアクリレートコポリマー粒子が存在する、実施形態１～１５のいずれか１つに記載
の組成物。
【０２６６】
　２２．アクリレートコポリマーが、反応混合物中のモノマーの総重量に基づいて、約２
０重量％～約４０重量％の少なくとも１つの高Ｔｇモノマーの反応生成物である、実施形
態１～２１のいずれか１つに記載の方法。
【０２６７】
　２３．アクリレートコポリマーが、反応混合物中のモノマーの総重量に基づいて、約６
０重量％～約８０重量％の少なくとも１つの低Ｔｇモノマーの反応生成物である、実施形
態１～２２のいずれか１つに記載の方法。
【０２６８】
　２４．少なくとも１つの低Ｔｇモノマーが、約４～約１０のアルキル炭素鎖長を有する
、実施形態１～２３のいずれか１つに記載の方法。
【０２６９】
　２５．少なくとも１つの低Ｔｇモノマーが、約－２０℃～約－６０℃のＴｇを有する、
実施形態１～２４のいずれか１つに記載の方法。
【０２７０】
　２６．少なくとも１つの高Ｔｇモノマーが、約１～約３のアルキル炭素鎖長を有する、
実施形態１～２５のいずれか１つに記載の方法。
【０２７１】
　２７．少なくとも１つの高Ｔｇモノマーが、約４０℃～約１５０℃のＴｇを有する、実
施形態１～２６のいずれか１つに記載の方法。
【０２７２】
　２８．アクリレートコポリマー粒子が、約２００～約５００ｎｍの数平均直径を有する
、実施形態１～２７のいずれか１つに記載の方法。
【０２７３】
　２９．カチオン性コーティングを施した物品が、カチオン性コーティングを施した拭き
取り布を含む、実施形態１～２８のいずれか１つに記載の方法。
【０２７４】
　３０．カチオン性コーティングを施した物品が、グアニジニル含有ポリマーを含む、実
施形態１～２９のいずれか１つに記載の方法。
【０２７５】
　３１．グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）カルボニル含有ポ
リマー前駆体又はアミノ含有ポリマー前駆体との反応生成物である、実施形態３０に記載
の方法。
【０２７６】
　３２．グアニジニル含有ポリマーが、式（Ｉ）：



(55) JP 2020-514405 A 2020.5.21

10

20

30

40

【化１５】

　［式中、
　Ｒ１が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、
又はポリマー鎖の残基であり、
　Ｒ２が、共有結合、Ｃ２～Ｃ１２（ヘテロ）アルキレン、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）
アリーレンであり、
　Ｒ３が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリール、
又はｎが０のとき、ポリマー鎖の残基であり、
　各Ｒ４が、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、Ｃ５～Ｃ１２（ヘテロ
）アリールであり、
　Ｒ５が、水素、Ｃ１～Ｃ１２（ヘテロ）アルキル、又はＣ５～Ｃ１２（ヘテロ）アリー
ル、又は－Ｎ（Ｒ４）２であり、
　ｎが、０又は１であり、
　ｍが、１又は２であり、
　ｘが、少なくとも１に等しい整数である］
　のものである、実施形態３０に記載の方法。
【０２７７】
　３３．グアニジニル含有ポリマーが、式（ＩＩ）：

【化１６】

　のものである、実施形態３２に記載の方法。
【０２７８】
　３４．グアニジニル含有ポリマーが、式（ＩＶ）：
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【化１７】

　のものである、実施形態３２に記載の方法。
【０２７９】
　３５．グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）カルボニル含有ポ
リマー前駆体との反応生成物であり、カルボニル含有ポリマー前駆体のカルボニル基の１
～９０モルパーセントがグアニル化剤と反応する、実施形態３０～３２又は３４のいずれ
か１つに記載の方法。
【０２８０】
　３６．グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）カルボニル含有ポ
リマー前駆体との反応生成物であり、グアニジニル含有ポリマーが、Ｎ，Ｎ’－（ヘテロ
）アルキレンビス（メタ）アクリルアミドと架橋される、実施形態３０～３２又は３４の
いずれか１つに記載の方法。
【０２８１】
　３７．グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）アミノ含有ポリマ
ー前駆体との反応生成物であり、アミノ含有ポリマー前駆体のアミノ基の１～９０モルパ
ーセントがグアニル化剤と反応する、実施形態３０～３３のいずれか１つに記載の方法。
【０２８２】
　３８．グアニジニル含有ポリマーが、（ａ）グアニル化剤と、（ｂ）アミノ含有ポリマ
ーとの反応生成物であり、グアニジニル含有ポリマーが、ポリグリシジルエーテルと架橋
される、実施形態３０～３３のいずれか１つに記載の方法。
【０２８３】
　３９．グアニジニル含有ポリマーが、拭き取り布の総重量に基づいて０．１重量パーセ
ント～１０重量パーセントの量で存在する、実施形態３０～３８のいずれか１つに記載の
拭き取り布。
【０２８４】
　４０．少なくとも１つのアルコールが、エタノール、ｎ－プロパノール、２－プロパノ
ール、又はこれらの混合物から選択される、実施形態１～３９のいずれか１つに記載の方
法。
【０２８５】
　４１．第１の組成物、第２の組成物、又は両方が、少なくとも１つのアルコールに加え
て抗菌剤を更に含む、実施形態１～４０のいずれか１つに記載の方法。
【０２８６】
　４２．抗菌剤が、カチオン性である、実施形態４１に記載の方法。
【０２８７】
　４３．第１の組成物を皮膚表面と接触させる工程が、皮膚表面を、第２の物品と接触し
ている第１の組成物と接触させることによって達成される、実施形態１に記載の方法。
【０２８８】
　４４．第２の物品が、拭き取り布である、実施形態４３に記載の方法。
【０２８９】
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　４５．第２の物品が、カチオン性コーティングを施した拭き取り布である、実施形態４
４に記載の方法。
【０２９０】
　４６．第１の組成物が、その中に分散されたアクリレートコポリマー粒子を含む、実施
形態１～４５のいずれか１つに記載の方法。
【０２９１】
　４７．第２の組成物が、その中に分散されたアクリレートコポリマー粒子を含む、実施
形態１～４６のいずれか１つに記載の方法。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】
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